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南部町告示第52号

平成24年第５回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

平成24年８月20日

南部町長 坂 本 昭 文

記

１．期 日 平成24年９月７日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

板 井 隆君 仲 田 司 朗君

雑 賀 敏 之君 植 田 均君

景 山 浩君 杉 谷 早 苗君

赤 井 廣 昇君 青 砥 日出夫君

細 田 元 教君 石 上 良 夫君

井 田 章 雄君 秦 伊知郎君

亀 尾 共 三君 足 立 喜 義君

○応招しなかった議員

な し
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平成24年 第５回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成24年９月７日（金曜日）

議事日程（第１号）

平成24年９月７日 午前11時開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 行政報告

日程第５ 諸般の報告

日程第６ 報告第４号 平成23年度健全化判断比率について

日程第７ 報告第５号 平成23年度資金不足比率について

日程第８ 報告第６号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第50号 平成23年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第51号 平成23年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第52号 平成23年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第12 議案第53号 平成23年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第13 議案第54号 平成23年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第55号 平成23年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第15 議案第56号 平成23年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第57号 平成23年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第17 議案第58号 平成23年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第59号 平成23年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第19 議案第60号 平成23年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について
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日程第20 議案第61号 平成23年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第21 議案第62号 平成23年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第63号 南部町個人情報保護条例の一部改正について

日程第23 議案第64号 南部町消防団条例及び南部町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に

関する条例の一部改正について

日程第24 議案第65号 辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更について

日程第25 議案第66号 平成24年度南部町一般会計補正予算（第３号）

日程第26 議案第67号 平成24年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 行政報告

日程第５ 諸般の報告

日程第６ 報告第４号 平成23年度健全化判断比率について

日程第７ 報告第５号 平成23年度資金不足比率について

日程第８ 報告第６号 法人の経営状況について

日程第９ 議案第50号 平成23年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第10 議案第51号 平成23年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第11 議案第52号 平成23年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第12 議案第53号 平成23年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第13 議案第54号 平成23年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第14 議案第55号 平成23年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第15 議案第56号 平成23年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第57号 平成23年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
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て

日程第17 議案第58号 平成23年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第59号 平成23年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第19 議案第60号 平成23年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第20 議案第61号 平成23年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第21 議案第62号 平成23年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第22 議案第63号 南部町個人情報保護条例の一部改正について

日程第23 議案第64号 南部町消防団条例及び南部町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に

関する条例の一部改正について

日程第24 議案第65号 辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更について

日程第25 議案第66号 平成24年度南部町一般会計補正予算（第３号）

日程第26 議案第67号 平成24年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

出席議員（14名）

１番 板 井 隆君 ２番 仲 田 司 朗君

３番 雑 賀 敏 之君 ４番 植 田 均君

５番 景 山 浩君 ６番 杉 谷 早 苗君

７番 赤 井 廣 昇君 ８番 青 砥 日出夫君

９番 細 田 元 教君 10番 石 上 良 夫君

11番 井 田 章 雄君 12番 秦 伊知郎君

13番 亀 尾 共 三君 14番 足 立 喜 義君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 唯 清 視君 書記 芝 田 卓 巳君

書記 岡 田 光 政君

書記 石 谷 麻衣子君
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書記 前 田 憲 昭君

説明のため出席した者の職氏名

町長 坂 本 昭 文君 副町長 藤 友 裕 美君

教育長 永 江 多輝夫君 病院事業管理者 田 中 耕 司君

総務課長 加 藤 晃君 財政専門員 板 持 照 明君

企画政策課長 谷 口 秀 人君 地域振興専門員 長 尾 健 治君

税務課長 畠 稔 明君 町民生活課長 仲 田 磨理子君

教育次長 中 前 三紀夫君 総務⋞学校教育課長 野 口 高 幸君

病院事務部長 陶 山 清 孝君 健康福祉課長 伊 藤 真君

福祉事務所長 頼 田 光 正君 建設課長 頼 田 泰 史君

上下水道課長 谷 田 英 之君 産業課長 仲 田 憲 史君

監査委員 須 山 啓 己君

議長あいさつ

○議長（足立 喜義君） おはようございます。平成２４年９月定例会の冒頭に当たり、一言ごあ

いさつを申し上げます。

朝晩秋の気配が感じられますものの、まだまだ残暑厳しき毎日でございます。ことしの夏も昨

年同様非常に猛暑であり、軒並み３５度を超える猛暑日も数多くございました。町民の皆様もく

れぐれも体調管理、健康管理に留意され、御自愛なされますことを御祈念申し上げるところであ

ります。

非常に大きな勢力を持った台風１５号により、我が南部町に大きな被害が発生することを警戒

しておりましたが、幸いさしたる被害もなく、最も大切である町民の生命⋞財産に何事もなかっ

たことは幸いであります。

外国との間においては、尖閣諸島、竹島の問題の解決の糸口も見えにくく、また政局におきま

しては、解散⋞総選挙もカウントダウンとなっております。いずれにしましても広い視野を持ち、

日本にとって最も大切なことは何かを考えていただき、今後の日本のかじ取りをしていただくこ

とを強く望みます。

本定例会におきましては、２３年度決算認定が１３件、補正予算案２件、条例改正などが３件、

合わせまして１８件の付議案件について御審議いただく予定になっております。
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後ほど町長から議案の内容について説明がございますが、議会といたしましては町民の要望に

こたえるべく、提出されております諸議案に対しまして慎重審議いただき、適正かつ妥当な議決

に達することをお願いいたしまして、９月定例会における議長の開会冒頭のごあいさつといたし

ます。

町長あいさつ

○町長（坂本 昭文君） ９月定例会の開催に臨みまして、一言ごあいさつを申し上げます。

ことしの夏は特別に暑い夏でございましたが、最近、一雨降りまして少し過ごしやすくなった

かなと思っております。

議員各位には、議員活動を通じまして町政の発展に御尽瘁をいただいておるということでござ

いまして、まことにありがとうございます。

おかげさまで６月議会以降、町内におきまして大きな事件や事故は発生しておらず、町政は順

調に推移をしておるということをここに御報告を申し上げておきます。

なお、二、三申し上げますと、８月１日に境地区で山林火災が発生をいたしております。これ

は原因者所有の畑で家庭ごみを燃やしておられましたところ、枯れ草を伝って燃え広がったとい

うことでございますけども、建物など被害はなかったということでございます。

それから、８月の１８日に大木屋地内の国道１８０号で交通死亡事故が発生をいたしまして大

変残念な結果でございます。交通事故の撲滅について引き続き取り組んでいかなければいけない

という思いを新たにしたところでございます。

国政の方ではいろいろ課題が次々と浮上しておるようでございますが、町政におきましては以

上のようなことでございます。

この間、出生をなさった方が１５人ございます。そして、お亡くなりになった方が２９人とい

うことでございます。そして、８月末の人口が１万１，６８５人ということで推移をいたしてお

るところでございます。

本定例会におきましては、平成２３年度の決算認定など１８議案、盛りだくさんの議案をお願

いするわけでございます。どうぞ慎重御審議をいただきまして全議案御賛同いただき、御承認を

賜りますようによろしくお願いを申し上げまして、開会のごあいさつにかえたいと思います。

午前１１時００分開会

○議長（足立 喜義君） ただいまの出席議員数は１４人です。地方自治法第１１３条の規定によ
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る定足数に達しておりますので、平成２４年第５回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

⋞ ⋞

日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（足立 喜義君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、次の２人を指名いたします。

２番、仲田司朗君、３番、雑賀敏之君。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（足立 喜義君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、１９日間といたしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１９日間と決定いたしました。

⋞ ⋞

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（足立 喜義君） 議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

ちょっと休憩をいたします。

午前１１時０６分休憩

午前１１時０８分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。

⋞ ⋞

日程第４ 行政報告

○議長（足立 喜義君） 日程第４、行政報告を行います。

町長より報告を求めます。

町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） ２点、行政報告を申し上げます。

まず、１点目でございます。総合特区指定について御報告を申し上げます。鳥取県が申請して
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おりました西部９市町村を対象エリアとした鳥取発次世代社会モデル創造特区が、去る７月２５

日に国の地域活性化総合特区に指定されました。

この総合特区は、地域資源を生かした地域医療や環境、エネルギーなどによる地域活性化を目

指すもので、その柱となる構想は本町の西伯病院で実施しているアミノ酸分析検査を活用した健

康診査などの健康情報を高度利用する健康づくりサービスを初め、米子市中心市街地を拠点に小

型電気自動車を活用したカーシェアリング、江府町下蚊屋ダムでの小水力発電施設で発電された

電力を周辺集落が停電時に利用できる災害時無停電サービスの３つのモデル事業で構成されてお

ります。

鳥取県は、本総合特区の事業化で２０１６年度までの５年間で２４０億円の経済効果と２，２

００人の新規雇用を見込んでおります。今後、関係者によって事業家に向けて具体的な検討が進

められ、国との協議を経て総合特区計画の認定を受け、規制緩和や財政支援などの特例措置を活

用して事業実施される計画でございます。総合特区事業に大いに期待をしておるところでござい

ます。

２点目でございます。西部町村会では、平成２４年８月２１日から２３日まで宮城県加美町、

宮城県南三陸町、山形県庄内町に行政視察を行いましたので、御報告を申し上げます。

加美町は、宮城県北西部に位置し、平成１５年４月に隣接する３町が合併して誕生した人口２

万５，７００人、面積４６１平方キロの町で、かの有名なバッハホールなどを備えて、人と自然

に優しい町を次代に引き継いでいくようにさまざまな事業に取り組んでおられます。今回は、旧

宮崎町の取り組みである食の文化祭の取り組みに焦点を絞って視察をいたしました。

旧宮崎町は、人口７，５００人ほどでコンビニもない中山間地に位置し、平成８年に商工会が

村おこし事業に取り組み、地域特産品の開発に取り組みました。その中で、コンビニのない町は、

コンビニの不要な町ではないか。それぞれの家庭の当たり前の食事の中にこそ宮崎らしい食文化

が隠れているのではないか、こういうアドバイザーからの指摘を受けて、性急な食品開発を図る

前に豊かな食を確かめようと、大量消費地に向けて持ち出しできる特産品ではなくて、ここにし

かない持ち出せない資源、ありのままの食こそが地域の活力になるという結論に達し、宮崎町の

おもてなしの心をコンセプトに食の文化祭を開催いたしました。

平成１２年に開催になった第１回文化祭には、１，５００世帯から８５０品の家庭料理が集ま

りました。普段食べているようなものを人前に出すなんて嫌だということでなかなか出品の数が

集まらず苦労があったと伺いましたが、３回目には見るだけでなく味わってこそと考えて、展示

とは別に１万１，０００食の試食コーナーが用意されて食の博物館として生まれ変わり、自然や
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文化、食の生産過程を丸ごと味わえる企画として交流の常態化を図るイベントに発展させました。

町内２８行政区の農家の庭先や畑を会場に春、夏、秋、冬と年４回開催するように発展をさせて

おります。このような取り組みが高く評価されて、全国過疎地域自立促進連盟会長賞を受賞され

ております。コンビニや大型店に行けば何でもそろいますけれども、自分の子孫に食の安全⋞安

心を受け継いでもらうため、家庭の食卓や地域の食文化から食の地元学を掘り起こすすばらしい

取り組みと学びました。

次に、宮城県南三陸町でございますが、我が町から加納真一君を応援、派遣していることもあ

り、復興に励んでおられる状況調査をすることとともに激励に伺いました。佐藤町長みずからの

お出迎えで加納君の派遣に特別に感謝の言葉がございました。全国から４０名程度派遣してもら

ってようやく被災前の職員数になったが、平常時に８０億円程度の予算で回していたのに、５０

０億円もの予算を使って復興しなければならない状況で職員の不足を訴えておられました。派遣

元は関東、九州が中心で中国地方からは我が南部町だけということでございまして、同行した他

の町村長さんに特に派遣依頼をされておられました。

佐藤町長が、南部町の人は情が厚いのですね。加納君を訪ねて次々に激励に来ていただく。こ

んなに大切にされている加納君を派遣していただいているのだから自分たちも頑張らなければい

けないとお話しになりまして、訪問が邪魔になるのではなくて、本人ばかりでなく、南三陸町の

皆さんへの激励になったとみんなで確認したところでございます。元気のよい佐藤町長のもとで

復興も着々と進んでいることと、加納君もやる気満々で元気に頑張っておりましたので御報告を

申し上げます。

最後に、山形県庄内町役場の視察報告をいたします。庄内町は、山形県の北西部にあり、人口

２万３，０００人、面積２４９平方キロで、まちづくりのスローガンとして日本一のまちづくり

を掲げ、１つ、教育と子育ては庄内町にお任せ、２つ、元気で御長寿日本一のまちづくり、３つ、

産業の振興なくして町の発展なしを掲げて、中でも教育と子育てを最上位に位置づけておられま

して視察先に選定いたしました。

南部町で取り組んでおらない施策や参考とすべき取り組みの一端を紹介して御報告にかえます。

妊娠から出産、ひまわりっ子誕生祝い金として、第３子１０万円、第４子２０万円、第５子以降

３０万円を支給。２番目、ゼロ歳から未就学児３歳までの保育料は、同一世帯に１８歳までの兄

弟がいる場合は、２人目は半額、３人目以降は無料。３番目ですね、新入学児童にランドセルを

贈呈。４番目、高校生、大学生に育英資金を無利子で貸し付けて、大学、専門学校などに入学す

るときには５０万円の一時金を貸し付ける。５番目、将来、住宅取得して定住意思のある町内で
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借家住まいの方に家賃の２分の１、最大４０月分、上限１００万円を補助。６番目、町外から移

住する場合、最大１５０万円の補助。７番目、地元大工さんに依頼して新築、改築などの場合に

７０万円を限度に祝い金を支給。８番目、働く人のがん検診受診向上モデル事業に取り組み、仕

事の休みの土曜、日曜のクイック検診、女性医師によるレディース検診など工夫して、肺がん、

大腸がん検診は受診率が５０％を超え、子宮がん、胃がんは４０％を超える実績を上げているな

どでございました。

それぞれの地域で培ってきた歴史や伝統などの上に特徴的な取り組みがなされておりまして、

そのまま我が町の施策とするわけにはいきませんけれども、視察先の取り組みを参考にして今後

に生かしたいということを申し上げまして行政報告といたします。

⋞ ⋞

日程第５ 諸般の報告

○議長（足立 喜義君） 日程第５、諸般の報告を行います。

初めに議長より報告をいたします。

鳥取県町村議会議長会定期総会の報告をいたします。

去る７月３日に鳥取県町村議会議長会定期総会が米子市皆生の弓ヶ浜荘において開催されまし

た。

初めに会務報告があり、議長会役員会において、議会のあり方について調査検討することとな

りました。

協議の結果、専門委員会を設け、県議長会としての提言を取りまとめることの報告を受けまし

た。調査検討項目は、議員派遣の状況、議員活動の状況、議員の充て職の状況、以上３点となり、

平成２５年（６月期）定期総会までに調査報告書を取りまとめることとなりました。

続いて、平成２３年度鳥取県町村議会議町会一般会計歳入歳出決算の説明があり、認定されま

した。

次に、地方自治法の一部を改正する法律案の概要について説明がありましたが、この件につき

ましては３月９日の閣議決定後、現時点でも審議がなされておりません。

以上、報告といたしますが、資料につきましては議員控室に閲覧に供しておりますのでごらん

ください。

続いて、全国森林環境税創設促進議員連盟、第１９回定期総会の報告をいたします。

去る７月１２日に全国森林環境税創設促進議員連盟総会が北海道美瑛町で開催され、出席をい

たしました。
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全国森林環境税創設促進議員連盟は、森林が果たす公益的機能とその重要性を広く国民に訴え

るとともに、森林⋞林業⋞山村対策の抜本的な強化を図るため、二酸化炭素排出源を課税対象と

して、最も重要な機能を有する森林の整備⋞保全などを市町村が推進するために必要な地方財源

を確保するための新たな税財源である全国森林環境税の早期実現を目指すとともに、このたび創

設される地球温暖化対策のための税の一定割合を森林面積に応じて譲与する仕組みの構築を期す

ため、全国市町村議会が一致団結し、より強力に運動を展開することを確認した総会でした。

記念講演として「森をまもり、暮らしを豊かに」と題して、北海道大学大学院農学研究院教授、

柿澤宏昭氏の講演がありました。

以上、報告といたしますが、詳しくは資料を議員控室に閲覧に供しておりますのでごらんくだ

さい。

続いて、西部町村議会正副議長⋞局長研修の報告をいたします。

７月２５日に日吉津村役場において、西部町村議会正副議長⋞局長研修会が開催されました。

研修会におきましては、議会運営上の諸問題についての事例研究とし、鳥取県西部町村各議会

事務局から問題についての提出を受け、この問題についての検討を行い、最後に鳥取県町村議会

議長会職員からの助言を得ることとしました。

これにより、効率的かつ民主的な議会運営を図ることとしております。以上であります。

続いて、鳥取県西部町村議会議長会行政調査報告を行います。

鳥取県西部町村議会議長会行政調査を８月２８日と２９日に行いました。

２８日は福井県池田町で、「百匠一品あたりまえがふつうにあるまち」を目指して展開されて

いるさまざまな事業について調査研修を行いました。池田町は岐阜県境にあり、交通アクセスは

公共交通のバス便も少なく自家用自動車交通が基本の地域で、面積は１９４．７２平方キロ、人

口２，９２０人、人口密度１平方キロメートル当たり１５人と全町域が過疎地域として指定され

ている町です。「農村力輝く山里に住んでみる」と題して日本経済新聞土曜夕刊に平成２４年７

月７日から８月１８日までの計７回、町の取り組みが掲載されたとのことです。

２９日には富山県の南西端に位置する南砺市の調査に行きました。南砺市は平成１６年１１月

１日に８つの町村が合併してできた市で、面積は６６８．８６平方キロと広く、東部は富山市、

西部は医王山を介して石川県金沢市、南部は１，０００メートルから１，７００メートル級の山

岳を経て岐阜県飛騨市や白川村と隣接し、中でも五筒山地区は合掌づくりの家屋の世界遺産に登

録されています。

調査研修の内容は、協働のまちづくり事業として⋞ちびっこ百書ＤＮＡ３継承ネット⋞東太見
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子ども声かけ隊、七転び八起き塾のくつろぎライフマガジン、市政出前講座のなんとセツメール

隊。以上、主要事業のうち３件について主に研修いたしました。

詳しくは資料を議員控室に閲覧に供しておりますのでごらんください。

続いて、去る９月５日、先日ですね、自治功労者表彰⋞議員研修会が日南町でありました。

西部町村議会議員研修⋞自治功労者表彰式が開催されました。議会議員として長年在職されて

おられます、伯耆町と江府町の２名の議会議員が表彰を受けられております。

議員研修としては、鳥取環境大学経営学部の北崎副学部長から、「地域の活性化と教育」の演

題で講演をいただきました。

大都市、特に東京圏へは転入者数が転出者数を上回り、純転入がプラスとなっているが、反面、

地方の中小都市ではこの１０年以上にわたって対前年比はマイナスとなっている。また、県民所

得の対前年伸び率も地方ではマイナス、特に鳥取県においては２００１年から２００９年で比較

してマイナス２．０％の状態である。これを解消し、地域にインパクトをもたらすようにするに

はどのような方策があるか、また、地域とのかかわりと教育をどのように進めるべきかなどの研

修を受けました。以上であります。

次に、議員からの報告を受けます。

議会行政調査特別委員長、秦伊知郎君から議会行政調査の報告を求めます。

秦特別委員長。

○議会行政調査特別委員会委員長（秦 伊知郎君） 特別委員長の秦伊知郎です。行政調査の報告

をいたします。

議会行政調査として７月４日から６日の３日間、宮城県気仙沼市と南三陸町を訪問いたしまし

た。今回の行政調査は、２０１１年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震で、地震に加え、

津波、火災、地盤沈下によって大きな被害を受けた被災地の実情を視察するとともに、被害に対

しての事前の備え、事後の対応を学ぶことが目的でありました。

被害状況でありますが、気仙沼市、平成２３年２月現在の状況は、人口７万４，２４７人、世

帯数２万６，６０１世帯。被害状況でありますが、これは５月９日現在であります。死者数１，

０３４人、行方不明者数２８８人、住家の被害棟数は１万５，６６１棟、被害世帯数は９，５０

０世帯でありました。２３年１０月には震災復興計画が策定されておりますが、地盤沈下、これ

が約７０センチの地盤沈下がありますので、復興の大きな障害となってるとの説明を受けました。

次に南三陸町でありますが、これは先ほど町長の方から訪問の説明がありましたが、平成２３

年２月現在の人口は１万７，６６６人、世帯数は５，３６２世帯であります。被害状況でありま
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すが、５月３０日現在、死者数５６４人、行方不明者数が２４７人、住家被害数は３，３１１戸

の被害を受けておられます。説明では、今回の教訓を踏まえて、これまでの対策、防ぐから住ま

いの高台移転、低地の土地利用の規制等による安全な場所に住むという考えを加えて、ハード、

ソフトをあわせた対策にシフトして復興計画を実施とのことでありました。

視察をして感じたことは、津波の被害を受け基礎部分のみを残した住居跡地、骨組みのみの無

人の住宅、地盤沈下により水の引かない田畑。震災から１年４カ月が過ぎ、東北地方は２度目の

夏を迎えておりますが、行方不明者数はいまだに２，９００人を超え、約２万３，０００トンの

瓦れきは１割程度しか処理されていないのが状況であります。土地の盛り土のかさ上げ、住宅地

の高台移転への候補ゾーンの決定、産業の復興、道路⋞交通体系の整備等、問題が山積しており、

多くの時間が復興には必要と感じました。

最後に、気仙沼市の震災からの教訓を紹介して終わりにしたいと思います。

１番目に、津波てんでんこ。これは一人一人が自分を守る、このことで全体が守られる。自分

の命は社会全体、みんなの命ということでありますが、これは震災後、職場に、あるいは家庭に、

そして学校にと多くの方が引き返したり行かれたりしました。そして、交通渋滞に遭って多くの

方が亡くなったという状況を踏まえて、その場その場で自分たちの命は自分たちで守る、それを

徹底して多くの被害を防ぐという考え方だそうであります。

それから、２番目に、災害の正しいイメージ。想定外を想定する、季節や時間の違いで被害は

異なる。これはよく今回の震災は想定外であったということはよく言われましたが、想定外、今

まで想定していた以上のことが起こる。あくまで想定は想定であり、いろんなことに対応してい

かなければならないということだそうであります。

３番目に、子供たちに伝えたいこと。これは自然の猛威の前には人間の力は無力、防災は自然

を知り、学び、大切にすることということであります。

最後に、震災の経験をいかに生かすか。これから生まれてくる子供たちに５０年後の家族、地

域、日本、世界へということであります。以上で報告を終わります。

○議長（足立 喜義君） 次に、南部箕蚊屋広域連合定例議会の報告を細田元教議員にお願いをい

たします。

９番、細田元教君。

○南部箕蚊屋広域連合議会議員（細田 元教君） 平成２４年第３回南部箕蚊屋広域連合議会の議

会報告を行います。

南部箕蚊屋広域連合議会８月定例会の報告をいたします。
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去る８月１７日、平成２４年第３回南部箕蚊屋広域連合議会定例会が開催され、平成２３年度

一般会計決算、介護保険事業特別会計決算の承認並びに平成２４年度一般会計補正予算、介護保

険事業特別会計補正予算が提案され、承認されました。

平成２３年度一般会計決算は、歳入総額４億７，８００万円、歳出総額４億７，２９０万円で、

歳入歳出差し引き額５１０万円でした。このうち繰越明許費繰越額は１８１万円で、実質収入額

は３２９万円でした。前年度と比べて歳入は５，２６２万円、９．９％の減、歳出は５，３１２

万円、１０．１％の減でした。歳出は特別会計への繰出金の減や介護保険システムの入れかえが

終了したことによる減額が主なものでした。これに伴い、歳入の町村負担金が減額となっており

ます。

介護保険事業特別会計決算では、歳入総額２６億２，８９１万円、歳出総額２５億８，１５４

万円で、歳入歳出差し引き額は４，７３７万円です。前年度と比較して歳入は２，６２７万円、

１％の減額、歳出は１，９７５万円、０．８％の増でした。介護給付費は２４億５，９３４万円

と前年度と比較して２，４７４万円、１％の増と計画値より低い伸びにおさまっておりました。

このことから、給付費の財源であります国、県等の負担金が減額となり、歳入総額が減額となっ

ております。

平成２４年度の一般会計、特別会計の補正予算は、いずれも平成２３年度決算を受けての予算

の増額が主なものとなっております。

以上で南部箕蚊屋広域連合議会報告を終わります。

○議長（足立 喜義君） 次に、南部町議会住民説明会の報告を議会改革調査特別委員長の青砥日

出夫君から報告を求めます。

議会改革調査特別委員長、青砥日出夫君。

○議会改革調査特別委員会委員長（青砥 日出夫君） 第１回南部町議会住民説明会を８月の２１

日６時半から、南部町役場天萬庁舎の多目的ホールで行いました。

足立議長のあいさつに始まり、議員紹介、説明というふうに行ったわけですが、途中、挙手さ

れる方がありましていろいろと質疑がございました。その中で、請願により開催するのかという

意見がありまして、いや、請願ではなく、請願は採択はしたけども基本条例第８条により実施要

綱をもって開催するということである程度かなり紛糾いたしまして、かなりの方が退席されたと

いう経緯がございます。出席人数は全員で若干２３名ぐらいでございました。したがって、その

後、粛々と議会の仕組みについてから始まりまして、平成２４年度当初予算、議会及び委員会活

動の状況について、総務経済常任委員会、民生教育常任委員会等々、特別委員会の説明等を行い、
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説明について、その後、フリートークの質問をいたしたところでございます。かなり質問も出ま

して、一応８時半までで切り上げるというところを９時まで延長して開催をいたしました。いろ

いろな質問については、持ち帰って検討するなりということで、すぐ答えられるものはすぐ答え

るというような形での開催をいたしましたが、人数が若干少なかったなという感想でございまし

た。

これからの開催については、次回はまたどういうふうなこと、何をもって開催をするのかと、

人数の集まっていただく方法ですね、そういうことを考えながら開催をしたいというふうに思っ

ております。報告を終わります。

○議長（足立 喜義君） 以上で諸般の報告を終わります。

⋞ ⋞

日程第６ 報告第４号 及び 日程第７ 報告第５号

○議長（足立 喜義君） お諮りいたします。この際、日程第６、報告第４号、平成２３年度健全

化判断比率について及び日程第７、報告第５号、平成２３年度資金不足比率についてを一括して

報告を受けたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 町長より報告を求めます。

総務課長、加藤晃君。

○総務課長（加藤 晃君） 総務課長でございます。報告第４号、平成２３年度健全化判断比率

について。地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項

の規定により、平成２３年度決算に基づく健全化判断比率を次のとおり報告するものでございま

す。

５枚はぐっていただきまして、平成２３年度健全化判断比率及び資金不足比率という表で御説

明させていただきます。表そのものは１枚目の表と同じものでございます。

健全化判断比率についてでございますが、平成２３年度決算に基づきまして計算しましたとこ

ろ、いずれの指標についても早期健全化比率を下回っております。

実質赤字比率、連結実質赤字比率、これについては南部町に赤字があるか否かの指標でござい

ますが、実質赤字比率はマイナスの６．０３％、連結実質赤字比率はマイナス１５．６３％と、

基準の１５％、２０％を大きく下回っておりまして問題はございませんでした。

次に、実質公債費比率、将来負担比率でございますが、これは南部町の借金の現在状況や今後

どのようになるかをあらわす指標でございます。平成２３年度は実質公債費比率は１５．２％、
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将来負担比率は７７．１と、基準値の２５％、３５０％以下となっておりますので、これにつき

ましても問題になるものではないということでございます。

この下段の表がございますが、対象範囲と書いております。これにつきましては、それぞれの

比率を計算するときに対象となる会計をあらわしたものでございますので、御参考にくださいま

すようにお願いいたします。

続きまして、資金不足比率について御説明いたします。

報告第５号、平成２３年度資金不足比率について。地方公共団体の財政の健全化に関する法律

（平成１９年法律第９４号）第２２条第１項の規定により、平成２３年度決算に基づく資金不足

比率を次のとおり報告するものでございます。

最終ページの方をごらんください。資金不足比率でございます。平成２３年度決算に基づきま

して資金不足比率を算定した結果、平成２２年度に引き続きましてすべての会計が経営健全化基

準、これは２０％でございますが、これを下回りました。したがいまして、すべての会計で資金

不足はなく、資金不足比率もございませんが、問題なく経緯しておりますので報告いたします。

以上で報告終わります。御審議のほどをよろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 報告について、特に質疑がありましたら許可をしたいと思います。質疑

はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） ないようですので、これで質疑を終結いたします。

⋞ ⋞

日程第８ 報告第６号

○議長（足立 喜義君） 日程第８、報告第６号、法人の経営状況についての報告を受けたいと思

います。

西伯郡南部町土地開発公社の報告を求めます。

企画政策課長、谷口秀人君。

○企画政策課長（谷口 秀人君） それでは、平成２３年度西伯郡南部町土地開発公社の経営状況

を御報告をいたします。

お手元の決算報告書をごらんいただきたいと思いますが、主な事業は以下のとおりでございま

す。

報告書の１ページ目の総括事項をごらんいただきたいと思います。平成２３年度は、継続事業

といたしまして平成１９年度に開設をいたしましたミトロキリサイクルセンター（建設残土処分
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場）でございますが、引き続き建設残土の受け入れを行っておるところでございます。２３年度

の実績といたしまして、７万４，２８３立米、これは累計が３０万４８０立米と相なっておりま

すが、この残土の受け入れを行いました。また、ミトロキリサイクルセンターの搬入路としてカ

ントリーパーク線を開設をいたしてございます。

１４ページをお開きいただきたいと思います。決算附属明細表でございますが、アクロの用地

取得（債務負担）や、カントリーパークの用地の取得（債務負担）でございますが、この償還を

行っております。アクロ用地は償還期間が９年で１８回返済でございますし、カントリーパーク

用地は償還期間５年の１０回返済でございますが、平成２３年度は各２回の返済を行っておりま

す。アクロ用地につきましては平成２５年に償還終了予定で、残り２回の返済を予定しておると

ころでございます。カントリーパーク用地につきましては当期にて償還が終了いたしました。

２２ページの用地明細表をごらんいただきたいと思います。用地の保有状況でございますが、

アクロ用地（債務負担）の１，０４２平米、１，５５２万円と、ミトロキリサイクルセンター搬

入路、カントリーパーク線５，６７５平米となってございます。

申しわけありません、９ページにまた戻っていただきまして、損益計算書の明細書でございま

す。第３７期におけます決算状況につきましては、損益の部で総収入１億２，１５３万９，５６

８円に対する総支出が２億５，５７８万８，６９８円で、差し引き△１億３，４２４万９，１３

０円の損失となっております。

１２ページの剰余金の明細書をごらんいただきますと、前年度末までの繰り越しの利益準備金

が１億８４１万８，４８８円でございますので、当年度末の繰越利益準備金は△の２，５８３万

６４２円となります。これはミトロキリサイクルセンターの搬入路、カントリーパーク線の開設

のための工事費を支払ったために一時的に赤字になったのが原因でございます。今後、通常どお

りの残土搬入が進みますと平成２４年下半期には黒字に転換する予定でございます。

今後も公有地の拡大の推進に関する法律を遵守しながら、引き続き経費節減に努め、健全な財

務運営に心がけ、各種事業の円滑な推進を図りたいというふうに考えておるところでございます。

以上、御報告をいたします。

○議長（足立 喜義君） 次に、財団法人南部町地域振興会の報告を求めます。

産業課長、仲田憲史君。

○産業課長（仲田 憲史君） 産業課長でございます。財団法人南部町地域振興会の経営状況につ

いて報告をいたします。

南さいはく自然休養村、管理センター、緑水園ほか周辺施設の管理、運営が主なものでござい
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ます。

２ページをごらんください。収支総括でございます。

平成２３年度は、前年度末に発生した東北関東大震災の影響による自粛ムードの幕をあけまし

た。それに追い打ちをかけるように燃料費や食材の高騰など、飲食業にとってはますます経営が

難しい環境となりました。

平成２２年度は、飲食⋞宿泊⋞サービス業全体で営業損益が赤字になり、特に小規模業者でそ

の度合いが顕著で、人口減少や高齢化が進むエリアで従来型の営業を続けていくことはほとんど

不可能な業界状況となっております。

そのような状況下、当財団の施設群でも第一四半期は売上高の前年割れが続き、赤字幅も大き

くなっていきました。特に５月はゴールデンウイークもあり、春の山菜会を楽しむ会にも数多く

のお客様に来ていただいたにもかかわらず、対前年比で８０％を切り、第一四半期では前例のな

い３カ月連続赤字で累計損失が３６０万円を超える赤字となるなど、販売管理費を大きく切り詰

めたにもかかわらず、行き先が見通せない状況となりました。

この売上高前年割れの傾向は７月まで続きましたが、８月には合宿がほぼ全期間を通して埋ま

ったことで、わずかではありましたが前年を超える売り上げとなり、経費削減効果とも相まって

収支の改善が見られ出しました。これ以降、年度末の３月までの月間の売上と損益状況は連続し

て前年を上回り、最終的には黒字で年度を終了することができました。

下期の売上高を底上げした要因としては、オートキャンプ場で実施をされた地震計設置工事に

関連して緑水園本館、バンガローに長期間にわたってビジネス宿泊が発生した点が上げられます。

しかし、このバンガローの長期滞在では多額の電気代が発生したことから、損益面での寄与はあ

りませんでした。

黒字要因として最大のものはやはり竹するめでございます。もともと高利益率商品であり、販

売額が大きく伸びたことから、損益面では黒字化に大きく寄与することとなりました。

地震計設置工事関係を除けば、竹するめ以外は飲食、宿泊、各施設ほとんどの分野で売上高、

利益率両面での低下傾向は依然として続いており、新たな商品のたゆまぬ開発努力が財団存続に

は欠かせないことが色濃く出た年でありました。

３ページにつきましては、各施設ごとの状況を記載しておりますのでごらんをください。

４ページをごらんください。貸借対照表でございます。資産の部。流動資産２，５４１万４，

０３７円、固定資産２１２万７，０１５円、繰延資産１万２，５６０円。資産の部の合計でござ

いますが、２，７５５万３，６１２円でございます。
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負債の部でございます。流動負債１，３２５万４，９５６円。負債の部の合計でございますけ

れども、１，３２５万４，９５６円であります。

純資産の部。株主資本１，４２９万８，６５６円、純資産の部の合計でございますが、１，４

２９万８，６５６円であります。

負債及び純資産の部の合計でございます。２，７５５万３，６１２円であります。

続いて、損益計算書でございます。右のページをごらんください。純売上高１億４，１９６万

６，３５４円、売上原価４，３３３万８，４６４円、売上総利益でございますが、９，８６２万

７，８９０円でございます。販売費及び一般管理費でございますが、９，８５２万５３１円であ

ります。これにつきましては、裏面の方にそれぞれの経費の内訳を載せております。営業利益１

０万７，３５９円。営業外収益でございますが、１４万３，４５４円。営業外費用は１万５，４

５０円でございます。経常利益２３万５，３６３円。当期の利益でございますが、一番下をごら

んください。１６万４，３６３円の利益でございます。

以上で地域振興会の経営状況の報告を終わらせていただきます。

続きまして……（発言する者あり）はい。財団法人南部町農村振興公社の経営状況について報

告をいたします。

２ページをお開きください。主な事業は、農作業の受託及び委託に関する事業、特産品開発と

食材の供給事業でございます。農作業の受託及び委託に関する事業につきましては、水稲作業、

大豆作業、それからソバ作業の受託及び必要に応じて担い手への再委託を行っております。作業

量は記載のとおりでございます。

食糧供給受託事業につきましては、町内の公共施設等々に食材の供給を行っております。

３ページをごらんください。貸借対照表でございます。資産の部。流動資産の合計が６４６万

３，９１２円。固定資産の基本財産の合計ですが、１，０００万円。特定資産の合計ですが、７

０２万９，５２６円。固定資産合計２，８７６万５，４１８円。資産の合計でございます。３，

５２２万９，３３０円でございます。

負債の部でございますが、流動負債、合計５１万３，６１７円。固定負債、負債合計が４０１

万１，４３７円。

正味財産の部。指定正味財産の合計が１，０００万円でございます。一般正味財産、正味財産

合計が３，１２１万７，８９３円。負債及び正味財産合計が３，５２２万９，３３０円でござい

ます。

続きまして、４ページの正味財産増減計算書でございます。経常収益でございます。基本財産

－１９－



運用益でございますが、３，２０８円でございます。農作業の受託収入が……（「なあ、省いて

もええがん」と呼ぶ者あり）では、これはごらんください。そうしますと、当期の経常増減額で

ございますが、１８４万２，１００円の利益を計上をいたしております。

以上で財団法人の南部町農村振興公社の報告を終わらせていただきます。

次に、南部⋞伯耆地域振興株式会社の経営状況について報告をいたします。

３ページをごらんください。一番下の５行ほど読み上げます。震災や天候で来客数に影響した

１年間。今年度もとっとり花回廊は震災や天候が影響し、３、４、６、９、１１と５カ月も来園

者数が開園以来、過去最低記録を更新するなど、一般集客に苦戦した１年でございました。

野の花におきましても苦戦を強いられましたが、人件費の削減とともに少ない人数でのＦＦコ

ーナーや地域農産物、市場仕入れ農産物の仕入れ販売などで売り上げを伸ばす努力を行いました。

貸借対照表、４ページをごらんください。一番下の資産の部の合計でございます。２，０３１

万１，３３６円でございます。

右に行きまして、負債の部の合計でございます。８５０万４，９９３円であります。

下に下がりまして、純資産の部の合計１，１８０万６，３４３円。

負債⋞純資産の部の合計が２，０３１万１，３３６円でございます。

５ページの損益計算書をごらんください。一番下でございます。当期純利益でございます。１

８万１，６１４円を計上をいたしております。あとは、参考資料としてごらんいただきたいと思

います。

以上で報告を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 以上、４点についての報告を終わりますが、特に質疑がありましたら許

可をしたいと思います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） ないようですので、これで質疑を終結いたします。

以上で法人の経営状況の報告を終わります。

ここで休憩をいたします。再開は午後１時であります。

午後０時０２分休憩

午後１時００分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。

⋞ ⋞
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日程第９ 議案第５０号 から 日程第２６ 議案第６７号

○議長（足立 喜義君） お諮りいたします。この際、日程第９、議案第５０号、平成２３年度南

部町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第２６、議案第６７号、平成２４年度南部

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）までを一括して議案の提案説明を受けたいと思い

ますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 異議なしと認めます。

７番、赤井議員。

○議員（７番 赤井 廣昇君） １点だけちょっと質問してみたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。といいますのは、皆さんも御承知のとおり１８０回通常国会が明日閉会になります。その

関係でもってニュース等で報道されております中で、特例公債法が未成立だと。そのために９月

に支払う予定の交付金が４．１兆円のうち、財政力が弱い市町村には２．７兆円は財政措置をす

るということは、９月中に払うということは聞いておりますが、その関係というので南部町の行

政の関係で、あるいは行政執行の関係で何か支障があるようなことはないかちょっと町長にお尋

ねしてみたいと思いますが、よろしくお願いします。

○議長（足立 喜義君） 本議案とは関係ありませんので、前へ行きます。（発言する者あり）

（「それは市町村には入ります」「関係なしに」「入ります」と呼ぶ者あり）

御異議なしと認めます。よって、日程第９、議案第５０号から日程第２６、議案第６７号まで

を一括提案説明といたします。

町長から提案理由の説明を求めます。

総務課長、加藤晃君。

○総務課長（加藤 晃君） 総務課長です。それでは、平成２３年度一般会計歳入歳出決算につ

いて御説明いたします。

まず、その前に資料の確認をしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。議案書、そ

れから、白い歳入歳出決算書ですね。厚いものですが、これと、Ａ３判の平成２３年度決算資料、

この３つをもって説明したいと思いますので、よろしくお願いいたします。

それでは、議案第５０号を説明いたします。

議案第５０号、平成２３年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について。地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、平成２３年度南部町一般会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。
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そういたしますと、決算書の方を１０１ページ、お開きください。実質収支に関する調書でご

ざいます。あわせまして、決算資料の１ページ、Ａ３判の方ですが、これの一般会計の決算の方

の状況も御参考いただきたいと思います。

まず、実質収支でございますが、歳入総額７２億９，９１２万９，２８５円。歳出総額６９億

４，７６４万７，０１６円で、差し引き額は３億５，１４８万２，２６９円となりました。一番

下段の実質収支額は、２億７，５４８万５，０２４円でございます。

決算資料の方に戻っていただきますと、先ほど申しましたように２３年度一般会計の決算額は、

歳入が７２億９，９１２万９，２８５円、歳出が６９億４，７６４万７，０１６円でございまし

て、形式収支、先ほど申しました差し引きですが、これが３億５，１４８万２，２６９円となり

ました。これから繰越明許費に係ります翌年度に繰り越すべき財源７，５９９万７．２４５円を

差し引いた実質収支は、２億７，５４８万５，０２４円の黒字となりました。この額から前年度

の実質収支を差し引きますと単年度の収支になるわけでございますが、これが７，４０４万３６

２円の黒字となりました。これに財政調整基金への積立額を加算いたしまして、財政調整基金の

取り崩し額を差し引いたものに、さらに繰り上げ償還額を加算して求めました実質の単年度収支

は、１億９，０７６万１，１６９円の黒字となったものでございます。これは昨年度に続きまし

て黒字の決算ということになりました。

２ページの方をお開きください。一般会計の歳入の状況でございます。

これを説明する前に決算書の方から不納欠損と収入未済について説明したいと思いますので、

決算書の２ページをお開きください。

まず、不納欠損についてございますが、２ページ、町税が１，８５３万１，２９０円。それか

ら、はぐっていただきまして、４ページの使用料及び手数料、これが１１３万７，９００円でご

ざいます。合計で１，９６６万９，１９０円が不納欠損でございます。

それから、収入未済につきましては２ページに戻っていただきますと、町税が５，８０５万４，

４０５円。それから、下段の方の分担金及び負担金でございますが、これが７９７万６１５円。

それから、４ページの方になりますが、使用料及び手数料４７１万３，５９０円で、合計７，０

７３万８，６１０円となりました。

決算資料の方に戻っていただきまして、２ページでございますが、歳入の状況について説明い

たします。昨年と比較しまして大きな増減のあったものを説明させていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

まず、自主財源についてでございます。町税が前年比１，８３９万９，０００円の増で、９億
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４，６９１万３，０００円でございました。これは主に家屋の全棟調査が終了した関係で、この

関係で固定資産税が伸びたものが大きいものでございます。

それから、財産収入につきましては、６９９万７，０００円、１４．６％の減となっておりま

すが、これは基金の利子の減少によるものでございます。

寄附金につきまして、１億７，３３４万７，０００円、１，３６４．４％の増でございますが、

これは伯耆の国よりの寄附金がふえたためでございます。

諸収入でございますが、９，６０３万８，０００円、４３％の減額でございますが、これは新

エネルギー導入促進事業の補助金、それから、鳥取県西部ふるさと振興基金の返還金等がなくな

ったことによるものが主なものでございます。

自主財源比率は２３．２％と、昨年比に比べますと１．８％高くなっているものでございます。

次に、依存財源の方でございます。中段にありますが、地方交付税が１億２，８９５万８，０

００円、３．７％の増で、３６億４，９７３万円となり、全体の５０％を占めております。主な

増加理由につきましては、福祉事務所の開設に伴いまして特別交付税が増額されたことによるも

のでございます。

国庫支出金については、５，２０５万円、９．２％の増で、６億１，７７３万５，０００円と

なりました。増減の主なものとしまして、減少分としては地域活性化⋞きめ細かな臨時交付金、

それから、地域活性基盤創造交付金、学校教育施設等整備費補助金が減少しまして、ふえたもの

といたしましては生活保護の負担金、公立学校整備の負担金、社会資本整備総合交付金等でござ

います。日ごろより、より有利な制度の活用ということを念頭に置いて事業に取り組んでおりま

して、よいタイミングで事業適用できたことにより、このような結果になったということでござ

います。

続きまして、３ページの方に移ります。県支出金でございます。６，８５１万円、１０％減の

６億１，９９９万６，０００円となりました。これは緊急雇用創出事業により増加がありました

が、各種補助金が事業終了による減額となりまして、この部分が大きかったことにより減額とな

ったものでございます。

町債につきましては、３億７，６６０万円、４３．３％の大幅な減少となりまして、４億９，

４００万円となりました。

合計いたしまして、依存財源の総額は２億７，６０７万８，０００円、４．７％の減少でござ

いまして、５６億４６４万４，０００円でございます。

歳入総額においてはすべてにおきまして、１億７，８７９万６，０００円、２．４％減の７２
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億９，９１２万９，０００円となりました。

３ページの下段に、それぞれの財源に占めます構成割合をグラフとしております。これ見てい

ただきますとわかりますが、地方交付税に大きく頼っている現状が見てとれると思います。これ

から、合併算定の特例がなくなることにありますので、厳しい財政状況が迫っているということ

を認識する必要があるということでございます。

続きまして、４ページの方をお開きください。歳出の方の状況について御説明いたします。

まず、目的別の歳出の状況でございます。代表的なものを款項をあらわした費目ごとに整理し

ておりますので説明いたします。

まず、議会費の方でございますが、９，４８０万７，０００円、前年度比較では２，３４６万

９，０００円、３２．９％の大幅な増となっておりますが、これは年金制度の改革等がございま

して負担金がふえたことによるものでございます。

総務費、１７億１１７万２，０００円でございます。前年度比較２億１，６１４万６，０００

円、１１．３％の減でございまして、これにつきましては事業の減少に係るものが木質バイオマ

スエネルギー利用促進事業、これは法勝寺庁舎の冷暖房設備。それから、庁舎の省エネグリーン

化事業、これは太陽光の発電でございます。それから、天萬庁舎の多目的利用の施設化事業、こ

れは天萬庁舎の改修でございますが、こういうものが大きなものでございまして、反面、ふえた

ものといたしましては、法勝寺庁舎のエレベーター設置事業、それから減債基金等によるもので

ございます。

続きまして、民生費の方でございますが、決算額が１７億８，２９６万７，０００円、２億３，

９７２万２，０００円、１５．５％の増でございます。ふえたものの主なものでございますが、

児童措置事務費、これは伯耆の国への職員の派遣負担金。伯耆の国からの職員を保育園で１年間

派遣いただきましたので、その負担金でございます。それから、保育園の施設整備ということで、

さくら保育園の乳児室を建築したもの、それから生活保護の関係の扶助費、これが主なものでご

ざいます。

次、５ページの方に移っていただきまして、衛生費でございます。６億５，６７５万２，００

０円の決算額でございます。前年比較で２億２，２２４万２，０００円、２５．３％の減でござ

います。減少の大きなものにつきましては、病院事業の補助金が減額となっております。それか

ら、ふえたものといたしましてはライフサイエンス推進事業。これはアミノインデックスの事業

でございますが、これがふえたものの主なものでございます。

それから、続きまして、農林水産業費でございます。４億６，８０２万３，０００円、３，０
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９２万８，０００円、６．２％の減でございますが、この減少分といたしましては次世代鳥取ナ

シ産地育成事業の終了、それから、地籍調査事業の減少、それから、緑の産業再生プロジェクト

事業の減少が大きいものでございまして、反面、ふえたものといたしましては、解体処理施設の

新設事業がございました。

続きまして、商工費の方でございますが、２，０９９万４，０００円でございます。１７９万

１，０００円、９．３％の増でございます。これは古事記編さん１３００年の準備事業というこ

とでふえておりますし、それから、緑水湖の周辺教育文化施設管理事業ということで修繕工事が

入りました関係で、この関係がふえております。小口融資については減少の方でございました。

土木費ですが、３億４０９万３，０００円、５，７０８万４，０００円、１５．８％の減でご

ざいます。道路維持事業の方が減少いたしまして、あと町営住宅管理関係が減少しております。

反面、小型除雪機を貸与事業ということで町の方が買いまして各振興区の方、それから学校等に

貸与しておりまして、この事業がふえたものでございます。

それから飛んで、教育費の方でございますが、６億１，０４２万円、１億８，１３３万３，０

００円、２２．９％の減でございます。これは学校改修の関係が終了いたしまして、西伯小学校

の教育棟の改修事業、それから、体育館の改修事業が減額の主なものでございます。反面、ふえ

た方といたしましては、第二小学校の体育館の増設事業、それから図書館の図書整備事業等がご

ざいます。

はぐっていただきまして、公債費でございますが、決算額が１１億８，２０７万１，０００円、

６，７２１万２，０００円、６．０％の増でございます。これは合併特例債の償還の方が大きく

なりまして、この分によるものでございます。

下段の方に表をつけております。これを見ていただきますと総務費等については減少しており

ますが、民生費、先ほど申しましたが、福祉事務所等について伸びているものが大きいものでご

ざいます。あと、衛生費につきましては、病院の補助金が減った関係で減少となっております。

次、７ページの方でございますが、今度は性質別の方で御説明いたします。

義務的経費でございます。人件費１０億９，３０９万５，０００円、前年比４，１５７万９，

０００円、３．７％の減となっております。前年に引き続きまして減少しております。これは合

併当初、平成１６年度と比較いたしますと３億３，８４１万８，０００円、２３．６％の大幅な

減となっております。合併当初より進めてきました職員配置の適正化による取り組みによるもの

でございます。

扶助費につきましては、７億２，３６２万７，０００円の決算でございまして、１億４７９万
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１，０００円の増でございます。

公債費につきましては、１１億８，２３７万８，０００円の決算でございまして、６，６９０

万２，０００円の増となっております。

合計いたしますと、結果としまして２９億９，９１０万円の決算額でございまして、構成比は

４３．２％となっております。

次に、投資的経費でございますが、普通建設事業費６億６，８２４万４，０００円、前年度に

比較いたしますと５億７，７７８万５，０００円、４６．４％の大幅な減となっております。こ

れは学校の大規模改修、それから天萬庁舎の改修、バイオマスエネルギー利用促進事業等の大型

建設事業が完了したことによりまして減となったものでございます。

災害復旧事業でございます。８，５１１万８，０００円、前年比８，２７５万５，０００円の

増と大幅な増加となりました。これは台風１２号による被害が大きかったために、このような結

果になったものでございます。

投資的経費の構成比は１０．８％となっております。

８ページの方にお移りください。その他の経費でございます。まず、物件費でございますが、

９億１，５２３万４，０００円、前年比４，４４３万６，０００円の増でございまして、この主

なものといたしましては、緊急雇用事業、それからアミノインデックス事業、子宮頸がんワクチ

ンの接種等がございます。

続きまして、維持補修費でございますが、４，２２３万３，０００円、前年比２，３１９万８，

０００円増で、主なものは福祉センターの修繕費等でございます。

補助費の方につきましては、１２億９，２２５万３，０００円、前年比１億４，２０７万６，

０００円の減でございまして、主なものは病院補助金の減と児童措置事務費の増でございます。

これは先ほど説明いたしましたが、保育園の職員の派遣費ということになります。

積立金は３億１，６４０万１，０００円でございまして、前年比１億２，８５１万２，０００

円、６８．４％の増でございます。減債基金への積立金の増加が主なものでございます。

次のページになりますが、繰出金でございます。６億２，２９５万４，０００円でございまし

て、１，７８８万３，０００円の増で、他会計への繰出金でございます。

結果といたしまして、その他経費は３１億９，５１８万５，０００円で、構成比は４６％とな

っております。

そこにグラフをつけておりますが、御確認いただきたいと思います。扶助費、公債費が大幅に

伸びておりまして、大型建設事業の完了によります普通建設事業費の大幅な減少がおわかりいた
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だけると思います。

次、１０ページの方をごらんください。基金の状況でございます。まず、財政調整基金でござ

いますが、９６万１，９２０円を積み立てまして、５億８，９１０万１，７５８円。

減債基金は、３億１０６万８，６３４円を積み増しまして、１２億４１３万３，７１２円でご

ざいます。

その他特定目的基金につきましては、１，４５５万１，０９２円を積み立てまして、１６万８

４８円を取り崩しました結果、１３億８，９３０万９，６９９円となりました。

合計いたしますと、３１億８，２５４万５，１６９円でございます。

このほか定額運用基金、それから特別会計基金を加えました総額は、昨年より３億１６６万２，

５７９円を積み増しまして、３２億９，７７０万１，４２３円となったものでございます。

続きまして、下段の方ですが、地方債の状況でございます。２３年度に４億９，４００万円を

発行いたしました。主なものは、臨時財政対策債に２億８，７２０万円、会見第二小学校の体育

館建設に充てました辺地債に１億１，２３０万円でございます。発行額におきましては、昨年よ

り３億７，６６０万円縮減しておるところでございます。

償還につきましては、繰り上げ償還を行っておりまして、２３年度末起債残高は７８億４，６

２８万７，９４５円と、昨年度末と比較いたしまして約５億７，８００万円縮小いたしました。

この結果、２３年度末におきまして、起債残高のうち国より後年度補てんの約束、交付税措置

でございますが、これがある部分を除きますと、現在ある基金の残高の方が大きくなるという状

況になりました。例えていいますと、現時点で町として精算しても貯金が残るというような状態

になりまして、健全な状態に向かっているということでございます。これはひとえに行革とか事

業の見直し、財源確保の取り組みなど、皆様方の御協力があったからこそできたことでありまし

て、感謝申し上げます。

続いて、１１ページでございます。財政指標の推移についてでございます。まず、標準財政規

模でございます。４５億６，３２６万４，０００円となりました。昨年度より１億円ほど減少し

ていますが、表を見ていただきますとわかりますように、普通交付税が引き続き伸びてきておる

ところでございます。標準財政規模は、自治体が標準的な行政活動を行う上で必要となる一般財

源の額でございまして、その自治体の標準的な税収入額に普通交付税、臨時財政対策債発行可能

額を加えた額で算出されております。大きい方がいいわけでございますけども、交付税につきま

しては先ほど申しました合併の一本算定の特例適用の期限が近づいてきておりまして、今後は大

幅な減少が予測されるところでございます。今後とも注意が必要になってくるものでございます。
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続きまして、財政力指数についてでございますが、これは各自治体の財政上の能力を示す指数

でございます。基準財政収入額を基準財政需要額で割って出したものでございます。この数値が

１に近いほど財政的に自主財源に富んでいるというものでございます。表を見ていただきますと

わかりますが、平成１９年度をピークに減少傾向にございまして、２３年度は合併当初の水準に

近い０．２６０という低い数値となっております。財政的には依存財源に頼っているということ

でございまして、決して財政運営が安定してるとは言えない状況でございます。

１２ページをお開きください。地方交付税でございます。地方交付税は自治体間の財源の不均

衡を是正し、標準的な水準の業務を行うために必要な一般財源を保障するため、国から交付され

るものでございます。これには普通交付税と特別交付税の２種類がございます。

まず、普通交付税でございますが、その表の３段目になりますかね、南部町というところをご

らんください。平成２３年度、一番右側になりますが、３１億２，５５８万１，０００円となり

ました。現在は合併の特例措置の関係で、旧町段階で計算したものの合計した額をいただいてお

るということでございまして有利な期間ではございますが、４段目、その下に南部町（一本算

定）というのがございます。これが南部町という一つのもので計算した場合には幾らになるかと

いうものでございます。これを見ますと、２６億３，９５５万１，０００円ということになりま

して、約５億円の差があるということでございます。特例期限ももう間近に迫っておりますので、

歳出の削減に今以上に取り組む必要が生じてまいります。また、普通交付税、伸びてはきている

わけではございますが、この伸びは起債償還によるものが主なものでございまして、町の裁量で

使えるようなその真水の部分というのは少なくなってきているということでございますので、決

して交付税がふえてるということで喜んではいられないということでございます。下段に、その

下に特別交付税を書いております。これを合わせました地方交付税の合計といたしましては、３

９億３，７０４万５，０００円となっております。

次に、１３ページの方に移ります。経常収支比率でございます。経常収支比率は地方税や地方

交付税のように毎年度経常的に収入される財源（一般財源）でございますが、人件費や扶助費、

公債費などの経常的に支出される経費にどの程度充てられているかを示す指標でございまして、

この比率が高いほど財政運営は硬直化したものと言えます。毎年必ず出さないけんというものが

ありますので、これが多くなればなるほど、当然、財政的にはほかのことはできない、硬直化し

た状態にあるということになります。この数値でございますが、今年度は８４．６となりました。

昨年に比べまして０．１上がってるわけでございます。０．１高い数値とはなりましたが、原因

といたしまして、福祉事務所を新たに設置したことによりまして扶助費が大きくなったことが大
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きな要因となっております。一般的に福祉事務所を設置いたしますと１ポイントか２ポイントは

上がるのが通常ということでございますので、それが０．１でおさまったというのは昨年と比較

しますと改善の方にあるんではないかというように考えているところでございます。

続きまして、公債費比率でございます。これは公債費に充当された一般財源の標準財政規模に

対する割合でございます。この数値が高いほど財政構造の硬直化の高まりを示しております。一

般的に財政運営上、１０％を超えないことが望ましいとされております。現在は１２．８％とい

うことになりました。これについては毎年減少傾向にございまして、引き続き改善はされている

と、目標の１０％はまだ行かないわけでございますが、順調に改善傾向にあるということでござ

います。

続きまして、起債制限比率（３カ年平均）でございます。交付税により措置されました額を除

いて、一般財源に占める公債費の割合を示しております。この指標は地方債の許可制限を判断す

るもととなりまして、過去３年間の平均が２０％を超えると一定の地方債の発行が制限されるこ

ととなるものでございます。これも毎年度減少傾向にございまして、２３年度は１１．２％とな

りました。昨年よりも０．３ポイント改善されているところでございます。

次、１４ページの方にお移りください。実質公債費比率でございます。これは平成１８年４月

に地方債制度が許可制から協議制に変わりましたことによりまして導入された指標でございます。

標準財政規模に占める公債費の財政負担の程度を示すものでございまして、従来の起債制限比率

には反映されなかった公営企業会計の公債費への一般会計繰出金、ＰＦＩや一部事務組合の公債

費への負担金、債務負担行為等に基づきます支出のうち公債費に準ずるものを加えております。

この平均が過去３年間で１８％を超えますと地方債の発行には許可が必要となりまして、公債費

負担適正化計画を策定した後でなければ新規発行が許可されないものでございます。２５％を超

えますと一定の種類の地方債の発行が認められなくなりまして、起債制限団体ということになり

ます。この指標につきましても昨年度は１５．２ということでございまして、いずれも基準の中

におさまっているということでございます。

続きまして、地方債現在高の推移でございます。普通会計でございますが、表をごらんいただ

くとおわかりいただけると思いますが、平成１８年度をピークに年々減少しております。平成２

３年末におきましては、７８億６，０３８万８，０００円と初めて８０億円を下回りましたとい

う状況でございます。

続きまして、１５ページ、公的資金（高金利地方債）の繰り上げ償還及び借りかえによる効果

額でございます。平成２３年度は、一般会計におきまして臨時財政対策債、それから地方総合整
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備事業債について繰り上げ償還を行いました。対象繰り上げ償還額がその中段あたりにございま

すが、１億１，５７６万８，０００円でございます。これによりまして、８７８万１，７０３円

の利息の削減効果がございまして、この制度が始まりました対象となっております起債が平成１

９から２１年度に発行された起債でございますけども、この中の高金利の公的資金の起債でござ

いますが、それすべてにおきます削減効果の合計額、今までの合計額が１億６，０３７万８，４

７５円となってるところでございます。

このあと、１０の方は公共施設の利用状況調書をつけておりますので、これをごらんください

ますようにお願いいたします。

以上で説明を終わります。御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。議案第５１号、平成２３年度南部

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明させていただきます。これは地方

自治法第２３３条第３項の規定により、平成２３年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書で御説明いたします。初めに１２６ページですね、実質収支に関する調書でございます。

歳入総額１２億８，１６０万７，４７５円に対しまして、歳出総額１２億７，９１１万５，１８

０円で、差し引き額２４９万２，２９５円、実質収支額は２４９万２，２９５円でございます。

決算事項別明細書で御説明いたします。歳入についてですが、１０６ページをお開きください。

１款の国民健康保険税でございます。国民健康保険税の収入済み額は、一般被保険者分、退職被

保険者分を合わせまして収入済み額２億４，３７３万４，２０１円。不納欠損を４８万８，００

０円行っておりまして、差し引き６，０９７万６，６０９円が収入未済額となっています。現年

度分の収納率は、一般分と退職分を合わせまして９３．３％となっています。

２款の使用料及び手数料の収入済み額１１万６，２４０円は、督促手数料でございます。

３款の国庫支出金から１１０ページ、７款共同事業交付金までは決められた数字によって入っ

てくるものですので省略させていただきます。

８款の財産収入です。財産収入の収入済み額２４万１，７８１円は、基金の預金利子でござい

ます。

９款の寄附金の収入済み額はありません。

それから、１０款の繰入金です。収入済み額７，８８５万２，８８５円でございますが、１１

２ページに移っていただきまして一般会計からの繰入金、収入済み額６，３８５万２，８８５円、
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これは出産育児一時金、事務費繰入金、基盤安定繰入金、財政安定支援の繰入金でございます。

その下の２目ですが、基金繰入金は１，５００万円を行っております。予算は６，０００万円

見込んでおりましたけども、２３年度の医療費の伸びが見込みより少なかったために１，５００

万円の繰り入れを行っています。

１１款繰越金は、２２年度の繰越金額４９８万１，２０６円でございます。

１２款諸収入の収入済み額８１３万９，２３５円ですが、主なものは第三者行為の納付金が６

０７万６４０円です。そのほかは老人保健拠出金の還付でございます。

以上、歳入合計といたしまして１１４ページになりますが、調定額１３億４，３０７万２，０

８４円、収入済み額１２億８，１６０万７，４７５円、不納欠損額４８万８，０００円となりま

す。

続きまして、歳出でございます。１１６ページをお開きください。１款の総務費の支出済み額

７０１万９，０８８円。総務費はレセプト点検や徴税に係る費用でございます。前年度と比較し

ますと６２３万８，７９４円減額となっておりますが、これは２２年度にシステム改修を行った

ためでございます。

２款保険給付費の支出済み額は、８億８，９５９万７，４４８円となっています。前年度に比

べますと５％の減となっていますが、これは一般、退職被保険者とも療養給付費、高額療養費が

減額となったものでございます。

１２０ページをお開きください。３款の後期高齢者支援金ですが、支出済み額１億２，８７０

万３，３４６円です。後期高齢者医療に対する保険者から連合会への負担金です。前年度と比較

しますと２．１％の増となっています。

４款の老人保健拠出金の支出済み額は、９，０８６円となっています。老人保健は、平成２０

年度にもう老人医療はなくなっておりますので、その精算金の支払いが残っております。

それから、５款の介護納付金です。支出済み額は５，６９５万４，０９１円で、これも前年度

と比較しますと２％の増となっています。

６款の共同事業拠出金の支出済み額ですが、１億４，７５８万８，８０４円で前年度に比べて

２％の増額となっていますが、これは前年度と前々年度の医療費で計算されてきますので、平成

２２年度の医療費が高かったことが影響していると思われます。

次に、１２２ページをお開きください。７款保健事業費でございます。支出済み額は２，０９

５万１，４６３円で、前年対比２．５％の減となっています。

下の方ですが、８款諸支出金の支出済み額は２，７９０万９，６３５円で、前年対比５％の減
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でございます。前年度の負担金額の確定による償還金でございます、これは。

次、１２４ページをお開きください。９款前期高齢者納付金等でございます。支出済み額は３

８万２，２１９円でございます。

１０款予備費の支出はございません。

歳出合計は、支出済み額１２億７，９１１万５，１８０円でございます。（発言する者あり）

申しわけありません。最初の説明が間違っていました。保険税のところですが、歳入の第１款、

１０６ページです。１款国民健康保険税の収入のところですが、収入未済額を差し引きと言いま

したが、これは入ってこなかった税金の額ですので、６，０９７万６，６０９円ということにな

っております。以上、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 教育次長、中前三紀夫君。

○教育次長（中前三紀夫君） 教育次長でございます。議案第５２号、平成２３年度南部町住宅資

金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について。地方自治法第２３３条第３項の規定により、

平成２３年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付して議会

の認定に付するものでございます。

そうしますと、決算書の１２７ページ以降でございますけれども、まず初めに１３７ページを

お開きをいただきたいというふうに思います。実質収支に関する調書ということでございます。

本会計の歳入総額につきましては７９９万８，９０４円、歳出総額につきましては同額の７９９

万８，９０４円でございまして、歳入歳出差し引き額につきましてはございません。以下、次年

度に繰り越すべき財源、実質収支等々もございません。

そうしますと、１３１ページにお返りをいただきまして、まず歳入から御説明申し上げたいと

いうふうに思います。まず、１款の県支出金、これは助成事業費の事務費の補助金でございます

けれども、収入済み額の方が３２万２，０００円でございました。

それと、繰入金、一般会計の繰入金ですが、これにつきましては３２１万５，５８２円という

ことでございます。

それと、繰越金についてはございません。

それと、諸収入ということで、これは貸付金の元利収入でございますけれども、全体的には４

４６万１，３２２円の収入済み額となってございまして、収入未済額につきましては８，４０６

万円ということでございます。なお、徴収率につきましては、現年と滞納分、合わせまして５．

０４％ということでございます。それぞれ新築資金から宅地取得資金の詳細につきましてはここ

に記載のとおりでございます。
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歳入合計ということでございますけれども、収入済み額が７９９万８，９０４円、収入未済額

につきましては８，４０６万円ということでございます。

そうしますと、次に、１３５ページ、歳出の方でございますけれども、まず、１款の総務費で

ございます。これは一般の事務管理費ということでございますけれども、これの決算額が９万３，

７５８円ということでございます。

それと、２款の公債費でございますけれども、これは町債の、いわゆる起債の償還に充てたも

のということでございます。それぞれ新築資金から宅地取得資金まで合計で７９０万５，１４６

円の償還を行ってございます。

予備費につきましては支出がございません。

歳出合計でございますけれども、７９９万８，９０４円ということになっております。

以上でございます。よろしく御審議をお願いします。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。議案第５３号、平成２３年度南部町農業集

落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について。地方自治法第２３３条第３項の規定により、

平成２３年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会

の認定に付するものでございます。

では、最初に１４８ページの実質収支に関する調書をごらんください。歳入総額２億４，７７

５万７，５３９円、歳出総額２億４，７０５万９５３円、歳入歳出差し引き額７０万６，５８６

円、実質収支額７０万６，５８６円でございました。

では、１４２ページ、歳入の事項別明細書について説明いたします。１款は分担金及び負担金、

収入済みが１３７万４，６６５円でございます。これは分担金滞納が３２万４，６６５円、それ

と施設の負担金で、３件分で１０５万入ったものでございます。

２款使用料及び手数料、集落排水使用料の収入でございます。収入は６，８７１万７，５３２

円、９８．９％の徴収率です。前年度は９８．２２％でした。

３款国庫支出金、これは農業施設５カ所の機能診断補助金でございます。９４５万円。

４款繰入金、これは一般会計による繰入金でございます。１億１，１７８万８，６６２円。

次、１４４ページ、５款繰越金は前年度からの繰越金で１１６万２，１０４円でございます。

６款諸収入、雑入で７６万８，８２０円。これは１８０号線工事による補償金でございます。

７款町債は、下水道債、資本費平準化債で５，３７０万借りております。合わせて２億４，７

７５万７，５３９円でした。
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１４６ページ、歳出。事項明細書をごらんください。１款の１の一般管理費は２人の職員の給

料でございます。

２の維持管理費は、農業集落排水の施設の維持管理費でございます。これが６，０３１万５，

６９６円でございます。

２款は公債費。これは起債の元金１億１，４８８万４，４２６円。それと、２の利子で、５，

０５５万９，７０５円でございます。

予備費はありませんでした。

歳出合計２億４，７０５万９５３円でございます。

収支としては、７０万６，５８６円でございます。

以上、御審議よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 建設課長、頼田泰史君。

○建設課長（頼田 泰史君） 建設課長でございます。そうしますと、議案第５４号、平成２３年

度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定についてでございます。地方自治法第２

３３条第３項の規定により、平成２３年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算を別紙

監査委員の意見を付して議会の認定をお願いするものでございます。

決算書の１５７ページをごらんください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が１

５万３，４０２円、歳出総額も同額でございまして、差し引き額、それから実質収支はゼロでご

ざいます。

歳入について説明をいたします。事項別明細書１５３ページをごらんになってください。歳入

でございますけども、３款財産収入で、１目利子及び配当金として１５万３，４０２円を収入済

み額としております。これは基金の利息でございます。

続きまして、歳出の方ですが、１５５ページをごらんください。１款総務費、２目建設残土処

分場の基金費でございまして、積立金になります。収入済み額が１５万３，４０２円でございま

す。

それで、基金残高の方でございますが、先ほどの金額がふえましたので、２３年度末が６，１

５１万４，２９９円となりました。これは決算資料の１０ページの方に記載してございますので、

ごらんになってください。

以上、御審議をよろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。議案第５５号、平成２３年度南部町浄化槽

－３４－



整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について。地方自治法第２３３条第３項の規定により、平

成２３年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認

定に付するものでございます。

では、説明いたします。１７０ページをお開きください。実質収支に関する調書です。歳入総

額４，０２６万６，１６２円、歳出総額３，９７１万１，２６０円、差し引き額５５万４，９０

２円でございます。実質額５５万４，９０２円。

戻っていただきまして、１６２ページ、歳入の事項別明細書でございます。１款は分担金でご

ざいます。現年分として１７件、２６１万５，０００円入りました。滞納分としては９万５，０

００円、３人分。合わせて２７１万円の収入です。

２款使用料及び手数料です。１の現年の使用料は、１，８０８万６，５８８円、今年度９７．

７２％の徴収率です。前年度はちなみに９７．５％でございます。滞納につきましては、３３万

３，３１９円入っております。合わせて１，８４１万９，９０７円入りました。

手数料は、１万１，０４０円入っております。

国庫支出金はありません、３款。

繰入金は、一般会計より１，７７４万９，５７１円あります。

それと、５款は繰越金です。１３７万５，６４４円ありました。

６款の諸収入はございません。

７款の町債もありません。

収入合計４，０２６万６，１６２円でございました。

次、はぐっていただきまして、１６６ページ行きます。１款の総務費、一般管理費の合計は２，

２０６万８７６円。これについての需用費といたしましては、光熱水費とかブロアの修繕費でご

ざいます。役務費につきましては、郵送料、法定検査料でございます、２５７万３，１８７円。

委託料は、１，６６１万５，２００円の主なものは、浄化槽の維持管理とか清掃でございます。

主にそういうものでございます。

２項の施設費でございます。これは決算報告書の６０３ページをごらんいただければ、内容に

ついて、よろしくお願いします。

３項は、小規模集合施設の管理費でございます。これは馬場と城山の施設の管理費です。５３

万１，８９５円ありました。

２款公債費は、１，０８６万６，９１９円。元金は５７３万３，７２６円、利子は５１３万３，

１９３円。
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予備費はございませんでした。

合計３，９７１万１，２６０円で、実質収支が５５万４，９０２円。

以上、御審議をよろしくお願いします。

○議長（足立 喜義君） 続けてください。５６号。

課長、目の細かいとこまでは委員会で聞き取りしますので、目の詳細はいいです。

○上下水道課長（谷田 英之君） わかりました。上下水道課長です。議案第５６号、平成２３年

度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。地方自治法第２３３条第３項の

規定により、平成２３年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を

つけて議会の認定に付するものでございます。

まず、１８３ページの実質収支をごらんください。１、歳入の総額は１億８，２６９万４，４

７３円、歳出総額１億８，１９７万３，７４４円、歳入歳出の差し引き額７２万７２９円、実質

収支額７２万７２９円でございます。

戻りまして、１７５ページ、歳入、事項別明細書について。１款分担金及び負担金は、２，０

１０万６，２９４円。下水道分担金は、１６８万５，０００円でございます。

２款の使用料及び手数料でございますが、主に下水道使用料でございます。現年の下水道使用

料は、５，４５３万１，０９２円、９８．９４％の徴収率です。前年は９８．４３％でございま

した。使用料の合計は、５，５１７万４，９８４円でございます。

３款の繰入金、一般会計よりの繰入金でございます。７，６０８万２，２８６円ありました。

４款が前年度の繰越金です。１３万５，１３４円ございました。

次ページに行きます。５款諸収入につきましては、６９万５，７７５円。これはコンポストの

売上金でございます。

６款町債、資本費平準化債でございます。３，０５０万ありました。

歳入の合計、１億８，２６９万４，４７３円でございます。

次ページ、１７９ページの歳出事項別明細書で御説明します。１款の総務費の中の、１の一般

管理費は、職員１人分の給与でございます。

２目の維持管理費は、施設の維持管理でございます。これが２，６４４万６，５９８円ござい

ました。

３目汚泥処理費につきましては、これは３町のコンポスト施設の維持管理費でございます。２，

４３４万５，１４１円ございました。

２款の公債費につきましては、目の１の元金が８，５７６万８，１３９円、２の利息は３，２
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４０万９，１６９円。

予備費はございませんでした。

歳出合計１億８，１９７万３，７４４円、実質収支７２万７２９円。

以上、御審議をよろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） ここで休憩をいたします。再開は２５分であります。２時２５分。

午後２時０６分休憩

午後２時２５分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。

健康福祉課長、伊藤真君。

○健康福祉課長（伊藤 真君） 健康福祉課長でございます。議案第５７号について御説明をい

たします。議案第５７号、平成２３年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて。地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２３年度南部町介護サービス事業特別

会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

この会計でございますけれども、これはゆうらくの建設事業に係る起債の元利償還事業でござ

います。

では、決算書の方に移ります。１９２ページをお開きください。実質収支に関する調書でござ

います。平成２３年度南部町介護サービス事業特別会計の歳入と歳出の総額は、同額の３，１５

１万７，３１８円でございます。差し引き額及び実質収支額は、ともにゼロ円となっております。

それでは、事項別明細書で御説明いたします。１９０ページに戻っていただきたいと思います。

歳出でございます。１款公債費、支出済み額３，１５１万７，３１８円、不用額６８２円です。

内訳は、元金２，８０３万１，６１７円、利子３４８万５，７０１円で、記載のとおりでござい

ます。

１枚戻って、１８８ページをお開きください。歳入でございます。１款寄附金、収入済み額は

調定額と同額の３，１５１万７，３１８円でございます。歳出額と同額を寄附として受け入れた

ものでございます。

以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。議案第５８号、平成２３年度南部

町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明させていただきます。地方自治法第２３３
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条第３項の規定により、平成２３年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意

見をつけて議会の認定に付するものでございます。

まず、決算書の２０１ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入と

歳出の総額は、同額の２３０万４，４４３円で、差し引き額、実質収支額はともにゼロ円です。

それでは、事項別明細で説明いたします。歳入についてですが、１９７ページをお開きくださ

い。１款の使用料及び手数料です。１項１目の墓地使用料ですが、収入済み額３８万６，０００

円。これは新しく墓地を貸し付けておりまして、西伯墓苑が１区画、宮前地区墓地が１区画です。

次の手数料ですが、収入済み額７６万３，９４０円。これは西伯墓苑の管理料として収入してお

ります。

２款繰入金、一般会計からの繰入金です。収入済み額１１５万４，５０３円です。

３款繰越金はありません。

続いて、歳出ですが、１９９ページをお開きください。１款の総務費の支出済み額８５万７，

０５８円は、西伯墓苑の維持管理費用です。

２款公債費の支出済み額７９万８，４８５円は、鳥取県西部地震によって借り入れました地方

債償還金の元金と利子の償還です。平成２３年度で償還は終了いたしました。

３款諸支出金の支出済み額６４万８，９００円は、未使用の墓地を返還しておりまして、それ

に伴う償還金です。３区画分です。

歳出の合計は、２３０万４，４４３円でございます。

以上、よろしくお願いいたします。

続きまして、議案第５９号、平成２３年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

について御説明いたします。地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２３年度南部町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでご

ざいます。

まず、決算書２１２ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額

１億１，６５５万３，０７７円、歳出総額１億１，６４２万８，６３７円、差し引き額１２万４，

４４０円、実質収支額は１２万４，４４０円です。

事項別明細で御説明いたします。２０６ページ、歳入について説明いたします。１款後期高齢

者医療保険料の収入済み額は、現年度分、滞納繰り越し分を合わせて７，７３８万２００円です。

現年度分の収入未済額、マイナス５万８００円となっておりますが、これは保険料の還付未済額

がありまして、還付未済額１３万６，３００円と実際の収入未済額８万５，５００円の差額でご
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ざいます。滞納繰り越し分の収入未済額はありません。

２款使用料及び手数料の収入済み額１万１，９２０円は督促手数料です。

３款繰入金、収入済み額３，８９９万６，３３７円は、事務費と基盤安定を一般会計から繰り

入れております。

４款繰越金１１万７，８２０円は、前年度の繰越金です。

５款諸収入の収入済み額７万６，８００円は、これは過年度分の保険料の還付を広域連合から

収入しております。

次、２０８ページですが、歳入合計は、収入済み額１億１，６５５万３，０７７円でございま

す。

続きまして、歳出ですが、２１０ページをお開きください。１款の総務費、支出済み額１４３

万１，１４３円。これは保険料徴収とか保険証の更新に使っておる事務費です。

２款分担金及び負担金、支出済み額１億１，４９２万６９４円。これは徴収した保険料と事務

費を広域連合に納付しております。

３款諸支出金の支出済み額７万６，８００円は、歳入で広域連合から収入しておりますが、過

年度分保険料の還付をしております。

４款の予備費はありません。

その下、歳出合計の支出済み額１億１，６４２万８，６３７円でございます。

以上、御審議よろしく願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 上下水道課長、谷田英之君。

○上下水道課長（谷田 英之君） 上下水道課長です。議案第６０号について説明いたします。議

案第６０号、平成２３年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について。地方公営企業法第

３０条第４項の規定により、平成２３年度南部町水道事業会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意

見をつけて議会の認定に付するものでございます。

決算書の１ページをごらんください。１の収益的収入及び支出。収入です。水道事業収益１億

８，４６９万６，５５０円、昨年度は１億９，４９３万２，６８４円でした。９４．７％の減収

になっております。

支出です。水道事業費用１億８，２０７万４，３０２円、昨年度１億８，７７０万１，１８７

円でしたので、９７％の削減ができております。

○町長（坂本 昭文君） 書いてない数字は言うな。

○上下水道課長（谷田 英之君） わかりました。
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○町長（坂本 昭文君） おまえしか知らん。

○上下水道課長（谷田 英之君） はい、わかりました。支出です。資本的支出１億９，３１３万

６，１７５円でございます。

次ページは、損益計算書になっております。営業収益が１億７，１５３万９４０円。

営業費用が１億４，４０９万７，３７４円。営業利益が右の方になりますが、２，７４３万３，

５６６円。

それから、営業外収益４６８万５，６２６円。

営業外費用が３，７１２万９，７９０円。営業外利益がマイナス３，２４４万４，１６４円で

す。

当該年度純利益はマイナス５０１万５９８円でございます。

９ページをごらんください。総括事項でございます。

本年度の水道事業は給水人口１万１，６５７人でございまして、昨年度に比べて６５人の減に

なっております。給水件数も１２件減となりました。有収水量は、年間１２２万１６立米で、２

万６，６２７立米の減、有収水量は８７．８％となり、これは２２年は夏の猛暑の影響で月別有

収水量が前年に比べ増加しており、２３年度はほぼ平年の水準になったと思われます。

なお、大事なところで一番下の、平成２２年、２３年に導入した遠隔監視システムにより庁舎

内において各施設の状況把握が可能となり、確認にかかる時間が軽減され経営の効率化が図られ

ております。今後も老朽化する施設の継続的な設備投資が必要となってきますので、引き続き経

費の節減を初め、経営基盤の安定⋞強化、安全で良質な水の安定供給に努めたいと思っておりま

す。

職員は、一般職１人、技術職１人でございました。

１０、１１ページは、工事費等でございます。ごらんいただきたいと思います。

１２ページは、給水の状況でございます。（２）は、有収水量について書いております。２３

年度の上水は８７．９％、簡易水道は８５．６％、全体の平均として８７．８％になり、昨年よ

り少し上がっております。

飛びまして、１６ページの水道事業会計収益費用明細書をごらんください。水道事業収益、営

業収益は、水道使用料が１億６，９５９万９，８３５円、収納率は上水道９８．８％でございま

した。簡易水道は９８．８９％でございます。

受託工事収益１８０万９，６６５円は、境地内国道１８０号バイパスの水道管の補償工事でご

ざいます。
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営業外収益で大きいのは、４５１万８，９５０円上げております。４１１万８，９００円は、

簡易水道分の利息償還に対する一般会計からの補助金であり、残りの４０万５０円は台風１２号

による修繕等の収入でございます、一般会計より。

次に、水道事業費用の営業費用の、原水及び浄水費３，０９５万６，５４４円です。大きいの

は委託料、修繕、動力費です。委託料は、水質検査、電気の保守点検、浄水場の補修⋞点検費用

です。修繕費は、ポンプ場の修繕です。動力費は、施設の電気料金でございます。

配水及び給水費は、７６８万９，９６６円です。これは配水管、メーター等の修繕になります。

件数としては７９件、前年は５４件余りでした。

次ページ、総係費は、主たるものは職員２人の給与関係でございます。

減価償却費は、８，１１７万４，１０７円でございます。

受託工事費といたしましては、３１７万４，０００円。先ほどの受託工事の収益と同じ工事費

です。

営業外費用の方ですが、３，５６０万５，２９２円です。主に企業債利息３，５４８万６５３

円でございます。

費用の合計は、１億８，１２２万７，１６４円でございます。

次ページからは固定資産の明細書とか企業債の明細書を付しておりますけれども、省略させて

いただきます。

以上につきまして、御審議のほどをよろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 病院事業管理者、田中耕司君。

○病院事業管理者（田中 耕司君） 病院事業管理者でございます。議案の１２ページ、議案第６

１号、平成２３年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定についてでございます。地方公営企

業法第３０条第４項の規定により、平成２３年度南部町病院事業会計歳入歳出決算を別紙監査委

員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。

別冊の平成２３年度南部町病院事業会計決算報告書をごらんいただきたいと思います。１ペー

ジ、１の収益的収入及び支出についてでございますが、まず、病院事業収益につきましては、医

業収益と医業外収益を合わせまして決算額２３億１，３３８万３，４６２円、予算額に対して７，

５２０万９，５３８円の減額となってございます。

次に、支出でございます。病院事業費用でございますが、医業費用と医業外費用を加えまして、

決算額２３億１，６７９万２，６８０円、予算額に対しまして９９１万３２０円の不用額となっ

てございます。
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次に、２ページをお願いいたします。２の資本的収入及び支出についてでございますが、上段

の資本的収入については、補助金、企業債、合わせまして３，８７６万５，０００円、予算額に

対しまして１２０万円の減額となってございます。

次に、資本的支出でございますが、建設改良費、企業債償還金、合わせまして１億８，０８１

万９，９８４円、予算額に対しまして５９万５，０１６円の不用額となっております。

この資本的収入と資本的支出の差額、１億４，２０５万４，９８４円となります。この不足額

は過年度分損益勘定留保資金で補てんすることといたします。

次、３ページの損益計算書をごらんください。この数値は税抜きでございます。まず、１の医

業収益は、入院収益、外来収益、その他医業収益を合わせまして１８億８，５４０万９，８２７

円となっております。

次に、２の医業費用でございますが、給与、材料費、経費、減価償却費、資産減耗費、研究研

修費を合わせまして２１億９，８４３万６，０５０円でございます。したがいまして、医業利益

でございますが、△の３億１，３０２万６，２２３円となっております。

次に、３の医業外収益でございますが、受取利息配当金、他会計補助金、患者外給食収益、そ

の他医業外収益を合わせまして４億２，１８８万５，３６３円となっております。

次に、４の医業外費用でございますが、支払い利息及び企業債取り扱い諸費、患者外給食材料

費、その他医業外費用を合わせまして１億１，４９７万７，５４９円となっております。医業外

利益でございますが、３億６９０万７，８１４円となります。

したがいまして、平成２３年度の純利益は、△の６１１万８，４０９円になります。

４ページの平成２３年度南部町病院事業剰余金処分計算書をごらんいただきたいと思います。

繰越利益剰余金１１億８，４２７万４，０６０円に当年度の剰余金△６１１万８，４０９円を加

えまして、当年度の未処分利益剰余金は△の１１億９，０３９万２，４６９円となり、下段の平

成２３年度南部町病院事業剰余金処分計算書（案）のとおり、翌年度に繰り越しさせていただき

たいということでございます。

次、５ページをごらんください。平成２３年度南部町病院事業貸借対照表でございます。まず、

資産の部でございますが、１の固定資産は、有形固定資産、投資を合わせまして４１億６，６０

１万３，３１５円。

２の流動資産は、現金預金、未収金、貯蔵品を合わせまして４億８，９７６万６，５３０円。

資産合計が４６億５，５９７万９，８４５円となります。

負債の部でございますが、３の固定負債はございません。
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４の流動負債は、未収金、その他流動負債、預かり金でございますが、合わせまして１億９３

５万９，９１７円となります。

その金額が負債合計となります。

資本の部でございます。５の資本金は、自己資本金、繰り入れ資本金、企業債を合わせまして

４６億４，３４５万５，１０５円となっております。

６の剰余金ですが、（１）の資本剰余金は、補助金、他会計負担金、受贈財産評価額、その他

を合わせまして１０億７，４１４万１，２９２円となります。

次に、７ページの利益剰余金でございますが、減債積立金、利益積立金、当年度未処分利益剰

余金を合わせまして△の１１億７，０９７万６，４６９円となり、剰余金合計は△９，６８３万

５，１７７円。

資本合計は４５億４，６６１万９，９２８円。

負債資本金合計は４６億５，５９７万９，８４５円となります。

今申しました流動資産４億８，９７６万６，５３０円から流動負債１億９３５万９，９１７円

を差し引いた３億８，０４０万６，６１３円が、いわゆる余裕金でございます。

８ページからでございますが、平成２３年度南部町病院事業報告書となっておりまして、今、

御説明をいたしました詳細が記してございます。

総括のところの概要でございますが、平成２３年度は西伯病院の創設６０周年という節目の年

でございましたけども、４月から３カ月でございますけども、院長不在という異常事態の中でス

タートしたところでございます。その中におきまして看護師確保、あるいは職員の福利厚生の観

点から院内保育園を設けたり、危機管理の観点から給食業務を外注化すると。そして、７月には

関係者の御協力を得まして米子医療センターから新院長をお迎えしたと。１０月には６０周年記

念式典、１月にはアミノインデックス等々、非常に慌ただしい年ではございましたけども、充実

した年度であったというふうに思っております。

新院長就任時のあいさつの中で、地域に溶け込む、２つ目ががんの征圧をライフワークとして

おると、そして、３つ目が病院経営の健全化だと、この３つをおっしゃったわけで、職員一丸と

なりましてこの目標を達成するために努力したというふうに思っております。

取り組みの詳細は総括のところに記載してございますから細かい説明はいたしませんけども、

その結果、非常に厳しいわけでございますけど、今、御説明させていただきました決算になった

というふうに思っております。

新体制でスタートしまして、私自身が思います、非常に厳しいけどもいい決算ではなかったか
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と思いますが、満６０周年を迎えた新たな病院のスタートの基盤ができたと、このように思って

おるところでございます。御審議のほどをよろしくお願いいたします。

続きまして、議案の１３ページをごらんいただきたいと思います。議案第６２号の平成２３年

度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定についてでございます。地方公営企業法第３

０条第４項の規定により、平成２３年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算を別紙監査委

員の意見を付して議会の認定に付します。

別冊の平成２３年度南部町在宅生活支援事業会計決算報告書をごらんいただきたいと思います。

まず、１ページでございます。１の収益的収入及び支出についてでございますが、まず、在宅生

活支援事業収益については、訪問看護収益とその他収益を合わせまして、決算額２，４１４万１，

６５９円。予算に対しまして３３７万３４１円の減額でございます。

次に、支出でございますが、在宅生活支援事業費用でございますが、訪問看護費用とその他費

用を加えまして、決算額２，４１１万８５６円。予算額に対しまして３４０万１，１４４円の不

用額となってございます。

詳細につきましては９ページでございますが、説明は省略させていただきます。

２ページの損益計算書をごらんいただきたいと思います。この計算書は税抜きでございます。

１の訪問看護収益は、居宅介護収益、訪問看護療養収益を合わせまして２，４１２万６，８７７

円となっております。

次に、２の訪問看護費用でございますが、給与、材料費、経費を合わせまして２，４０１万８，

５１１円でございます。訪問看護利益でございますが、１０万８，３６６円となっております。

次に、３のその他収益でございますが、受取利息配当金として１万６８５円となっております。

次に、４のその他費用でございますが、雑費が８万８，２４８円となっております。その他利

益でございますが、△の７万７，５６３円となります。

したがいまして、当年度の純利益は３万８０３円ということになります。

３ページの平成２３年度南部町在宅生活支援事業剰余金処分計算書をごらんください。繰り越

し利益剰余金１，３２４万８，３１７円に当年度純利益３万８０３円を加えまして、当年度未処

分利益剰余金は１，３２７万９，１２０円となり、下段の平成２３年度南部町在宅生活支援事業

剰余金処分計算書（案）のとおり、翌年度に繰り越しさせていただきたいというふうに思います。

続きまして、４ページでございますが、平成２３年度南部町在宅生活支援事業貸借対照表をご

らんください。資産の部でございますが、１の固定資産はなく、２の流動資産は、現金預金、未

収金を合わせまして１，３４５万９，５４１円となっております。この額が資産合計でございま
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す。

５ページの負債の部でございますが、３の固定負債はございません。

４の流動負債は、未払い金が１８万４２１円、この金額が負債合計となります。

次に、資本の部でございます。資本合計が１，３２７万９，１２０円となっており、負債資本

金合計は１，３４５万９，５４１円となります。

６ページからでございますが、平成２３年度南部町在宅生活支援事業報告書になってございま

して、今、御説明させていただいたものの詳細が記してございます。

審議のほど、よろしくお願いいたします。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） この際、平成２３年度一般会計、特別会計及び事業会計について、決算

審査の意見書が提出されていますので、審査の結果について須山代表監査委員の報告を求めます。

須山代表監査委員。

○監査委員（須山 啓己君） 監査委員の須山でございます。早速ではございますけれども、南部

町９月定例議会を迎えまして、地方自治法第２３３条の規定に基づき、８月２７日付で提出をい

たしました平成２３年度の南部町一般会計、特別会計並びに事業会計の決算監査の結果及び監査

意見について御報告をいたします。

監査の報告書といたしまして、例年のとおり文章編と数値編を提出しておりますが、この場で

は文章編であります平成２３年度南部町一般会計、特別会計及び事業会計の決算監査意見につい

てに基づき報告をさせていただきます。なお、数値編につきましては決算数値、会計別の歳入歳

出前年度比較並びに一般会計歳出の性質別内訳や費目別決算額などをまとめておりますので、ぜ

ひ目を通していただきますようにお願いをいたします。

さて、決算の審査に当たりましては、平成２４年７月１８日から８月７日までの１０日間、南

部町役場法勝寺庁舎及び現地におきまして、議会選出の細田監査委員とともに審査を実施いたし

ました。

審査の対象は、平成２３年度の一般会計及び特別会計並びに事業会計と、財政健全化法に規定

する財政健全化判断比率及びその算定基礎書類でございます。

次に、審査の概要でございますが、審査対象の審査に当たりましては、１つ、決算の計数は正

確か。２つ、予算の執行は、効率的かつ的確になされているか。３つ、収入、支出事務は、適正

に執行されているのか。４つ、財産の取得、管理及び処分は適正か。５つ、財政指標の算定に客

観性及び正確性があるかなどの諸点について、関係諸帳簿及び証拠書類の照合精査をするととも

に、関係書類の提出を求めまして関係部局の説明を聴取し、慎重に実施をいたしました。
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審査のために説明を求めた部局は、町長部局、すなわち総務課、税務課、企画政策課、町民生

活課、健康福祉課、産業課、建設課、上下水道課、出納室及び教育委員会事務局、西伯病院事務

局、農業委員会事務局、選挙管理委員会事務局、議会事務局、監査委員事務局でございます。

２、審査の結果について報告をいたします。１、審査計数の状況でございます。町長より提出

された決算書に基づき、歳入歳出、関係諸帳簿及び証拠書類を照合審査した結果、決算計数はい

ずれも符合して誤りのないものと認めました。また、基金の運用状況を示す書類の計数について

も、関係諸帳簿及び証拠書類と符合して誤りのないことを確認をいたしました。

次に、一般会計、特別会計でございます。４ページの一般会計、特別会計の概要でございます

けれども、これにつきましては先ほど来、それぞれ説明がございましたのでこの場での読み上げ

は割愛させていただきます。別途、目を通しておいていただければというふうに思っております。

続きまして、５ページの一般会計、特別会計の審査意見を申し述べます。

１つ、一般会計の経常収支比率においては、平成２３年度は８４．６％と前年度と比較して０．

１％悪化をしており、平成２０年度以来、毎年改善傾向にあった経常収支比率の低下が足踏み状

態となっております。経常収支比率の改善は、行財政改革の取り組みの結果を反映するものでも

ありますが、依然８０％を超える高い指数でもあることから、財政力の柔軟性を持たせるために

も引き続き改善に取り組まれたい。

２つ、一般会計の財政力指数は、平成１９年度の０．２９２をピークに低下をしており、平成

２３年度は０．２６０と前年度に比較して０．０１悪化をしております。まず、課税標準額の減

少に歯どめをかけるなど、財政力指数の改善を図られたい。また、平成２７年度からの交付税の

一本算定化に向け改善努力をされているが、財政力の改善については全組織的な課題として今後

とも改善に取り組んでいただきたい。

３つ、公債費比率は、平成２３年度は１２．８％であり、前年度に比較し１．０％改善をされ

ております。平成１８年度以来、毎年度改善されており好ましい結果となっております。引き続

き改善に向けて努力をしていただきたい。

その４、本年度、新たに積み立てられた基金は３億１６６万２，０００円で、平成２３年度末

の基金残額は３２億９，７７０万１，０００円となっております。さくら基金、災害対策基金な

ど使途が定められた目的基金もありますが、健全な財政運営を実現するためにも今後とも財源確

保に留意をしていただきたい。

その５、地方債残高が年々減少し、２３年度では前年に比べ７億３，５９９万５，０００円

（前年度比５．８５％）減の１１８億３，９６６万１，０００円となっております。地方債残高
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の減少は実質公債費比率や将来負担比率の改善につながるため、引き続き削減に留意をしていた

だきたい。

その６、南部町が管理をしている建物、構築物において経常的に支出している費用が真に必要

なものであるのか、適正な支出であるかを再度検証されたい。

その７、農業集落排水、公共下水、浄化槽整備事業において接続率の伸び悩みが認められます。

経済的及び高齢化が主な理由でありますが、町として今後どのように推進すべきか、方向性を明

確にして対応していただきたい。

その８、職員数が減少する中、大きな災害が発生した場合、その復旧に多大のマンパワーが必

要になると考えられます。迅速な復旧に向けて民間の力や地域振興区の組織力を活用する方策を

決めておくなど、リスク管理の充実を検討していただきたい。

その９、税の公平性を図るには、課税対象に対する税の確保が必須であります。前年度実績に

対し、徴収率の改善が認められることは評価するが、さらなる徴収率改善に向けて関係各課との

連携をさらに強化をしていただきたい。

その１０、福祉事業の共同⋞共助の観点から、また世代間の交流と事業の効率化の点からも児

童館と児童クラブとの連携及び老人館との連携を実施できないか検討をしていただきたい。

１１、農産物加工施設の利用人数の減少に歯どめがかからない。新たな加工品の開発など、活

動支援や施設の集約を図り、より効果的で活動的な事業になるよう検討をしていただきたい。

１２、南部町活性化のための事業は、期間限定的なものではなく、人口増加や雇用の拡大など、

将来的な発展につなげていくことが必要であります。子育て支援や空き家対策、資源の見直しな

どを通じ、特色のある創造的な施策で元気が継続するようなまちづくりを検討していただきたい。

１３、高齢化社会を迎え、介護予防支援を地域で支え合う施策に落とし込みができないかを検

討していただきたい。

１４番です。緑水湖周辺施設の一体化した総合的利活用を提言をしておりましたが、一部の施

設ではむしろ施設利用の後退が見られます。施設管理の充実や利用頻度の少ない施設の精査を通

じ、利用者の立場に立った施設運用を検討していただきたいということでございます。

（３）滞納に関する審査意見を申し述べます。

その１、滞納における収入未済額については、一般会計では町民税、固定資産税、軽自動車税、

保育料、公営住宅使用料、学校給食費、放課後児童健全育成負担金で計上されており、また、特

別会計では国民健康保険税、住宅資金貸付金、下水道分担金⋞使用料、農業集落排水分担金⋞使

用料、浄化槽分担金⋞使用料で計上をされております。現年度⋞過年度の滞納総額は２億３，７
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２５万８，０００円であり、前年度の２億６，２２４万６，０００円と比較して２，４９８万８，

０００円減少をしております。また、昨年に引き続きまして本年度も２，０１５万７，０００円

の不納欠損処理（町民税、固定資産税、軽自動車税、公営住宅使用料、国民健康保険税）を行っ

ております。

その２、過年度の徴収率に関しては、住宅貸付金１．７％、宅地貸付金２．７％、農業集落排

水分担金９．０％と、いずれも１０％を下回る徴収率に終わっております。徴収には困難が伴い

ますけれども、公平性の確保という観点からも、徴収率改善に向けて一層の努力をしていただき

たい。

その３、昨年に引き続き、本年度も２，０１５万７，０００円の不納欠損処理（国民健康保険

税を含む）を行っており（平成２２年度の不納欠損処理額は３０５万１，０００円でありまし

た）昨年度から大幅にこの不納欠損が増加をしております。町の限られた収入の減少であり、好

ましいことではございません。その執行に関しては、未収金の管理、滞納整理など徴収事務全般

について、各課が連携することにより、不納欠損額の減少を図っていただきたいと思っておりま

す。

続きまして、財政健全化判断比率について報告をいたします。

町長より提出されました基礎書類などに基づき、健全化判断比率及び資金不足比率について審

査を行いました。

健全化指標に関する監査意見。

１つ、実質赤字比率について。平成２３年度の実質赤字比率は、実質収支が黒字であったため

算定されなかった。

その２、連結実質赤字比率について。全会計を連結した連結実質赤字額が発生しなかったこと

から、連結実質赤字比率は算定されませんでした。

３つ、実質公債費比率について。平成２３年度の実質公債費比率は１５．２％となっており、

早期健全化基準の２５．０％と比較すると、これを下回っております。また、前年より１．０％

の改善がなされております。

その４、将来負担比率について。平成２３年度の将来負担比率は７７．１％となっており、早

期健全化基準の３５０．０％と比較すると、これを下回っております。また、平成２２年度と比

較すると、４．０％の改善がなされております。

５、資金不足比率について。水道事業会計、病院事業会計、在宅生活支援事業会計、農業集落

排水事業特別会計、浄化槽整備事業特別会計、公共下水道事業特別会計とも資金不足額は計上を
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されておりません。経営健全化基準の２０．０％と比較すると、これを下回っております。

それぞれの指標において、早期健全化の基準内であるということを確認いたしました。本年度

における指標を昨年度と比較した場合、各指数とも良化をしております。昨年度に引き続き、将

来負担比率が改善されたことは重要な点であると考えております。今後については、西伯病院及

び水道事業の事業経営の安定化を図りつつ、人口減や一本算定による交付税の減少に対応できる

財政とするため、財源確保や事業の効率化、経費節減など将来を見通した計画的な財政運営に取

り組んでいただきたいと思っております。

続きまして、水道事業会計。

水道事業会計の概要でございます。先ほど報告がございましたけども、水道事業会計について

はちょっと読み上げさせていただきます。

収支決算では、５０１万１，０００円の当年度純損失が計上されております。

総収益は、平成２２年度１億８，４３０万９，０００円に対し、平成２３年度は１億７，６２

１万６，０００円で、４．４％の減となっております。このうち営業収益は、平成２２年度１億

７，２３７万５，０００円に対し、平成２３年度は１億７，１５３万１，０００円で、０．５％

の減となっております。

総費用では、平成２２年度が１億８，５０８万９，０００円に対し、平成２３年度は１億８，

１２２万７，０００円で、２．１％の減となっております。営業費用では、平成２２年度が１億

４，９５１万２，０００円に対し、平成２３年度は１億４，４０９万８，０００円で、３．６％

の減となっております。

収益的収入及び支出で主なものは、営業収益の給水収益１億６，９６０万円の収入と、営業費

用の減価償却費８，１１７万４，０００円、営業外費用の起債償還利息３，５４８万１，０００

円の支出でありました。

水道事業会計の審査意見を申し上げます。

１つ、有収率は８７．８％と昨年度（２２年度は８７．６％）より、０．２％改善をしており

ます。目標である９０．０％に向け、今後も漏水等の不明水解消に努め、漏水箇所の早期把握や

早期修繕について対策を強化されたい。また、布設管や施設の老朽化も見られることから、長期

的な視野に立った年次的、計画的な改修を検討していただきたい。

その２、未収金は現年度分２３６万円、過年度分１，０２４万８，０００円であります。前年

度に比べ現年度分は徴収率が改善されておりますが、過年度分については徴収率が低下をしてお

ります。未収金の徴収事務をさらに徹底し、税を含めた全庁的な徴収体制の構築を図っていただ
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きたいと思っております。

その３、限られた水道料金と、水道水を供給するための施設維持経費である水道事業において、

健全な水道事業会計とするために料金改定が行われました。従来の料金のままでは収支はどうな

っていたのか、年間を通じて新料金ではどうなっていたのか、今後はどうなるのかを検証して、

料金改定で負担増をお願いした町民に対し、料金改定の結果を報告する必要がございます。情報

の開示に努めながら、今後も健全な水道事業会計とするために努力をしていただきたいというふ

うに思います。

病院事業会計でございます。

病院事業会計の概要。当年度純利益で見ますと２２年度は１，１３２万９，０００円の純利益

に対し、平成２３年度は６１１万９，０００円の損失となっております。

総収益は、平成２２年度が２２億１，３２４万９，０００円に対し、平成２３年度は２３億７

２９万５，０００円で、４．２％の増となっております。その主体をなす医業収益では、平成２

２年度が１７億８，９７１万７，０００円に対し、平成２３年度は１８億８，５４１万円で、５．

３％の増となっております。

総費用では、平成２２年度が２２億１９２万円に対し、平成２３年度は２３億１，３４１万４，

０００円で、５．１％の増となっております。その主体をなす医業費用では、平成２２年度が２

０億８，９５９万９，０００円に対し、平成２３年度は２１億９，８４３万６，０００円で、５．

２％の増となっております。

病院事業会計の審査意見。

その１、病院経営の基幹となる医業収益が、平成２２年度の１７億８，９７１万７，０００円

に対し、平成２３年度は１８億８，５４１万円となり、大きく増加をしております。関係職員の

努力の結果であり評価をするものでありますけれども、一方、医業費用も平成２２年度の２０億

８，９５９万９，０００円に対し、平成２３年度は２１億９，８４３万６，０００円と増加をし

ております。医業費用の削減についても大いに検討され、経営基盤の強化を図っていただきたい。

その２、前年に比べ入院患者数は２，９３７人減の６万３，５２３人、外来患者数は１，５６

０人増の６万９，８０７人となりました。病床利用率については、一般⋞療養⋞精神ともに９０

％を割っております。病床利用率を高めるなど、関係機関との緊密な連携を図りつつ、安定した

病院経営に努力をしていただきたい。

その３、平成２０年度に策定された病院改革プランは、平成２２年度には黒字化を目標とした

プランであり、２２年度は計画どおり黒字化を達成されました。しかしながら、平成２３年度に
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おいては赤字化となっております。既に認識をされておりますが、課題を整理、明確化し、課題

と対応策を職員全員で共有しながら経営安定化に向けた結果を出されることを期待をするもので

ございます。

その４、在宅をテーマとする西伯病院の医療活動が住民に理解され、安心と信頼がもたらされ

るよう病院運営に取り組んでいただきたい。また、ＡＩＣＳ（アミノインデックス ガンスクリ

ーニング）など、予防検診にも積極的に取り組まれ、住民の健康維持と疾病の早期治療に尽力を

していただきたい。

６番目、在宅生活支援事業会計でございます。

まず最初に、その概要でございますが、収支決算では、３万１，０００円の当年度純利益が計

上されております。

総収益は、平成２２年度の２，５１６万４，０００円に対し、平成２３年度は２，４１３万８，

０００円で、４．１％の減となっております。

総費用は、平成２２年度の２，３６７万６，０００円に対し、平成２３年度は２，４１０万７，

０００円であり、１．８％の増となっております。

訪問看護収益を前年度と比較すると、収益では居宅介護が９４６万２，０００円で、１１．７

％の増、訪問看護療養が１，４６６万５，０００円で、１０．３％の減となっております。費用

で見ますと、訪問看護費用が２，４０１万９，０００円で、２．０％の増となっております。患

者数では、居宅介護が１，１７４人で、８．２％増加し、訪問看護療養については１，３８５人

で、１５．２％減少しております。全体としては２，５５９人であり、昨年度に比べて１６０人、

５．９％減少をしております。

収支では、今年度純利益が３万１，０００円（対前年度比で９７．９％の減）となり、収益率

が大幅に低下をしておるということでございます。

在宅生活支援事業会計の審査意見を申し述べます。

１つ、訪問看護の患者数が大きく減少する反面、居宅介護費用は増加しております。患者数の

減少が費用の減少を伴わず、純利益が前年度比で９７．９％の減と大きく落ち込んでおります。

患者数の変化や患者のニーズに対応できる弾力的な体制づくりを検討していただきたい。

２つ、医療支援を目的とする本事業が、住みなれた地域での生活を望む住民に安心を提供でき

る意味は大きいと考えます。西伯病院や他の医療機関の医療をバックに、安心感を伴った生活支

援事業として、地域連携室のさらなる活動を期待するものでございます。

決算の審査報告は以上でございますけれども、平成２３年度の決算は先ほど報告がありました
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とおり、経常収支比率や財政力指数の改善にやや足踏み傾向が見られるものの、公債費比率、将

来負担比率などの財政指標は改善されており、好ましい結果となっております。また、それぞれ

の事業報告書を読ませてもらいますと、決算の結果を踏まえまして、次年度以降の改善につなげ

ていこうとする報告書がふえてきているようにも感じております。

今後とも一つ一つの事業が年々改善をされまして、より充実したものになるよう要望をいたし

まして、監査報告とさせていただきます。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） これで監査報告を終わります。

ここで休憩をいたします。再開は３時５０分であります。

午後３時３３分休憩

午後３時５２分再開

○議長（足立 喜義君） 再開します。

休憩前に引き続いて提案説明をお願いします。

副町長、藤友裕美君。

○副町長（藤友 裕美君） 副町長です。議案第６３号、南部町個人情報保護条例の一部改正につ

いてでございます。次のとおり南部町個人情報保護条例の一部を改正することについて、地方自

治法第９６条第１項第１号の規定によって、議会の議決をお願いをいたすものでございます。

議案と新旧対照表等ございますけれども、この場では今回の改正の主な理由、概要、そういっ

たものを説明をさせていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。

この議案でございますが、現在の個人情報保護条例では亡くなられた方の個人情報については、

その遺族等が開示請求できる情報は相続した財産に関する情報など一部の情報に限られておると

いうことがございまして、このたびの改正によりまして開示請求できる情報の範囲を広げようと

する内容のものでございます。

改正の理由でございますけれども、現在、診療報酬明細書などの情報について遺族からの開示

請求がなされる例がふえてきております。国におきましては、診療報酬明細書の遺族への開示に

ついて生前の意思、名誉等を留意した上で、開示して差し支えないという旨の通知が出ておると

ころでございます。しかしながら、本町におきましては現行の条例では開示することができない

状況であることから、このたび鳥取県西部町村情報公開個人情報保護審査会に対しまして、遺族

等への情報を開示することについて諮問したところ、開示については必要であるとの答申を受け

ましたので、今回の改正に至ったものでございます。
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主な改正内容としましては、第１２条関係でございます。これは診療記録等の開示請求を行う

ことができる遺族の範囲を配偶者、１親等の姻族及び２親等内の血族とする旨の規定を設けたも

のでございます。なお、これらの方に開示する情報につきましては、あらかじめ審査会の意見を

聞いた上で定めるとしており、このたびの審査会において診療記録、診療報酬明細書等、検診結

果、相談記録、介護保険の認定に関する情報の５情報を審査会で認めていただいておるところで

ございます。

また、１９条では、診療記録等についてはその開示決定期限を３０日とする規定を設けており

ます。これは診療報酬明細書を開示するに当たっては、該当の医療機関に対して開示について意

見照会を行うこととなりまして、そのために必要な日数を勘案して、あらかじめ開示決定までの

期限を３０日間としたものでございます。

その他、所要の改正を行っておりまして、本町といたしましても社会的要請にこたえていこう

とする内容のものでございます。

この条例の施行日は、平成２４年１０月１日といたしておりますので、よろしく御審議のほど、

お願い申し上げたいと思います。

続きまして、議案第６４号に行きたいと思います。南部町消防団条例及び南部町非常勤消防団

員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正についてでございます。次のとおり南部町消

防団条例及び南部町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正すること

について、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によって、議会の議決をお願いをいたすもの

でございます。

この条例の一部改正でございますが、これは消防組織法の改正に伴いまして当該法令の条文を

引用する規定を整理をする必要があるため、改正を行うものでございます。それぞれ該当する条

項が変わるという内容のものでございます。るるは省略をさせていただきます。

この条例の施行日は、公布の日といたしておるところでございます。よろしく御審議のほど、

お願い申し上げます。

続きまして、議案第６５号でございます。これは辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更に

ついてというものでございます。東上辺地に係る公共的施設を総合的に整備するため、別紙のと

おり総合整備計画を変更するので、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置

等に関する法律第３条第１項の規定によって議会の議決をお願いするものでございます。

この議案は、新たに実施いたします町道鎌倉線改良工事の事業費及び財源が確定したことに伴

いまして、平成１７年度に作成した当該事業に係る辺地計画の変更が必要となったために、辺地
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に係る公共施設の総合整備計画の変更をお願いをいたすものでございます。

議案書を見ていただきたいと思います。これが１７年度に作成した計画書でございますが、こ

の中で公共施設の整備計画ということで３項に定めております。変更部分、変更点ということで、

この表の下段に町道鎌倉線改良事業という施設名を追加をいたしまして、事業費が１，１２５万

２，０００円の増額をいたすものでございます。それに伴いまして、一般財源のうち辺地対策事

業債の予定額も変更をいたすものでございます。変更前の事業費が、３，３０３万１，０００円

が４，４２８万３，０００円に変更いたしております。財源内訳が、２，９７７万４，０００円

が１，１２５万２，０００円追加になりまして、変更後が４，１０２万６，０００円にいたして

おります。また、一般財源のうちの辺地債の事業債の予定額でございますが、これが９００万を

追加をいたしまして、変更前２，０００万が２，９００万に変更いたすものでございます。

以上でございます。よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。

○議長（足立 喜義君） 総務課長、加藤晃君。

○総務課長（加藤 晃君） 総務課長でございます。議案第６６号、平成２４年度南部町一般会

計補正予算（第３号）を説明いたします。

議案第６６号

平成２４年度南部町一般会計補正予算（第３号）

平成２４年度南部町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９２，９３７千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６，６７２，０９３千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。

平成２４年９月 ７日 南 部 町 長 坂 本 昭 文

平成２４年９月 日 決 南部町議会議長 足 立 喜 義

１１ページの方をお開きください。まず、歳出の方から御説明いたします。
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まず、歳出を説明いたします前に、今回人件費関係の補正がかなりあります。これにつきまし

ては、事業期間の変更、異動によっての変更とか、あるいは退職等の関係とかで生じているもの

でございますので、これについては説明は省かせていただきます。事業説明書の方では、一番最

終ページに各費目間の関係が書いてございますし、この補正予算書の２６ページに増減の関係も

書いてございますので、そこを後から参照いただきたいと考えておりますので、よろしくお願い

いたします。

主なものにつきまして御説明いたします。２款総務費、１項の総務管理費でございます。１目

一般管理費でございます。１，２７７万５，０００円を減額いたしまして、４億１，６８５万４，

０００円とするものでございます。主なものといたしまして、退職手当組合の負担金でございま

すが、これは退職見込みの予定でおりましたが、ちょっと変更がございまして退職をやめたとい

う関係がございまして、その関係で負担金を減額するというものでございます。

４目のＣＡＴＶ管理費でございますが、８５万円を増額いたしまして、４，８１０万１，００

０円とするものでございます。これはＣＡＴＶの機器の故障のために修理をするということで、

８５万円の補正をするものでございます。

７目の財産管理費でございますが、８３３万６，０００円を増額いたしまして、１億８９２万

円とするものでございます。主なものといたしましては、庁舎管理事業ということで庁舎の修繕

工事を行いたいと考えております。植樹祭を控えまして、老朽化しております庁舎を少し直した

いということでございます。

１２ページの方に移っていただきまして、１７目地域自治振興費でございます。１７２万７，

０００円を増額いたしまして、７，８５２万６，０００円とするものでございます。主なものと

いたしまして、まちづくり推進助成事業負担金補助及び交付金でございますが、これは、公民館

等を修理するときに地区の方で５０万円まで補助をする制度がございます。この申し込みが多か

ったために、ここで補正をさせていただくものでございます。また、その上の地域振興交付金事

業でございますが、これは下阿賀の方で文書配布の方の手数料を受け取られるということになり

まして、それを振興区を通じて出すということになりました関係で、補正をさせてもらっている

ものでございます。

２０の諸費でございますが、１，０５４万４，０００円を増額いたしまして、１，４３４万円

とするものでございます。これは償還金でございまして、事業の確定した関係で国の方に返す償

還金ができたということでございます。大きなものといたしましては、健康福祉課の関係で障が

い者自立支援給付事業の返還金等がございます。
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１４ページの方までお進みください。民生費でございます。１項１目社会福祉総務費でござい

ます。６９０万８，０００円を増額いたしまして、２億９，８６０万５，０００円とするもので

ございます。大きなものといたしましては、１５ページになりますが、地域生活支援計画策定モ

デル事業３１７万円でございます。これは地域生活支援計画策定を国の方が考えておりまして、

このモデル事業をしたいということでございます。２４年から３年間をかけて全国で１０数カ所

をモデルとして選定いたしまして、計画の試案等を策定するものでございます、その費用でござ

います。

次、１６ページにお移りください。民生費の児童福祉費の中の、５目保育園費でございます。

２１８万５，０００円を減額いたしまして、３億７，６１１万９，０００円とするものでござい

ます。これは主なものといたしまして、公設民営保育園のところの公設民営保育園運営事業２０

０万３，０００円がございますが、これについてはさくら保育園の園長を、今、町の方から派遣

しているわけでございますが、この給与については当初の予算の方で組んでおりましたが、共済

費、それから、退職手当組合につきましては派遣元から払う必要があるということでございまし

て、その分を総務費の方から振り替えるものでございます。

それから、次、１７ページの方に移りまして、衛生費でございます。保健衛生費の２目予防費

でございます。３０６万８，０００円を増額いたしまして、３，３２８万３，０００円とするも

のでございます。これは予防接種事業の中でポリオワクチンの接種でございますが、９月１日よ

り今までの生ワクチンの方から不活化されたワクチンの方に接種の方法が変わったということで

ございます。これに伴いまして、集団接種から個別接種ということになりまして、１件当たりの

費用もかかりますし、今度はまとめてではありませんからその費用を医院の方に払っていくとい

うことで、その予算をさせていただくものでございます。なお、もう１回、大体２回のうちの１

回は済んでおりますのでこの金額でございますが、次年度は２回分ということになりますので、

かなり次年度は上がってくるという可能性がございます。

次、１８ページでございます。農林水産業費の１項５目農業振興費でございます。２７５万７，

０００円を増額いたしまして、１億９９０万３，０００円とするものでございます。主なものと

いたしまして、新規就農総合支援事業ということで負担金補助及び交付金を組んでおりますが、

３００万円。これは青年就農給付金の制度が確定いたしましたので、対象者が町内に２名おられ

るということになりました。該当する方に年間１５０万の補助を行うということになりまして、

その２人分を計上しているものでございます。

次の７目緑水園管理費（自然休養村整備）でございます。３０９万３，０００円を増額いたし
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まして、２，４１９万３，０００円とするものでございます。主なものといたしまして、緑水園

管理事業（自然休養村管理センター事業）でございますが、３０９万３，０００円でございます。

緑水園の方で、現在灯油の地下タンクがございますが、これについて漏えい防止ということでゴ

ムのコーティングをする義務づけがございますので、その工事をする。それから、ソフトサーバ

ーの方が故障しておりますので、この更新をする事業費でございます。

それから、１９ページに移りまして、林業振興費でございます。９２１万９，０００円を増額

いたしまして、５，９５５万３，０００円とするものでございます。内容としましては、全国植

樹祭準備事業ということで４９９万１，０００円。これは植樹祭を来年に控えておりますので、

松くい虫で枯れた木を伐採するということで現在も予算化してあるわけですが、対象範囲を広げ

るということでございます、その費用でございます。それから、地域に根づくジビエ料理推進事

業でございますが、イノシシの解体処理施設が現在あるわけでございますが、イノシシを解体し

た後の肉を保管してる冷凍庫がちょっと量が不足してるということで、その冷凍庫を購入するも

のでございます。

それから、２０ページの方にお移りください。土木費の道路橋梁費の３目道路維持費でござい

ます。２，０００万円を増額いたしまして、４，８１０万５，０００円とするものでございます。

これは道路維持事業として２，０００万を組んでおるわけでございますが、これも植樹祭関連で

会場周辺の道路整備を行いたい、それから、行政要望に出ております町道の補修、それから、舗

装の補修ということを実施していきたいと考えておるところでございます。

それから、２２ページの方にお移りください。図書館費でございます。８０万１，０００円を

増額いたしまして、４，０５４万５，０００円とするものでございます。これにつきましては図

書館普及促進事業ということで、当初予算の方で古事記１３００年の記念企画ということで絵本

の制作費を組んでおりますが、この部数を１００部から５００部の方に増刷させていただきたい

ということで、その分の費用でございます。公用車管理事業３８万円でございますが、当初予算

の方で中古車を買う予定でございましたが、なかなか条件に合う車がなくて新車の方に購入を変

更したいということで、補正をさせていただくものでございます。

以上が歳出の方でございまして、続きまして、歳入の方を説明いたしますので、８ページの方

にお戻りください。歳入の方でございます。１４款国庫支出金の国庫補助金でございます。２目

の民生費国庫補助金でございます。３１６万６，０００円を増額いたしまして１，４６５万４，

０００円とするものでございます。これはセーフティネット支援対策事業費補助金ということで、

先ほどの地域生活支援計画モデル事業の費用でございます。
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それから、次の１５款県支出金でございますが、民生費の負担金の方ですね。２２４万５，０

００円を増額いたしまして１億５，３４７万７，０００円とするものでございます。これは災害

救助費負担金でございますが、２３年度の東日本大震災救助費負担金ということで南部町の方か

ら行いました救援物資の関係、それから、職員の関係についての費用を３回に分けていただいて

おりまして、その分の最終分が来るということでございます。

次の県支出金の県補助金の方でございます。１目総務費の県補助金でございますが、１，７７

０万６，０００円を増額いたしまして８，２９０万円とするものでございます。この主なものは

太陽光の発電システム促進事業ということで、現在、太陽光発電システム２０基分を予算化して

おりますが、申し込みが多くありましてさらに３０基分を追加したいということで４５０万。そ

れから、緊急雇用創出事業の補助金ということで財産台帳の方を整備していきたいと考えており

まして、この補助金が１，３２０万６，０００円でございます。

次の民生費の県補助金でございますが、１１７万５，０００円を減額いたしまして８，９０７

万２，０００円とするものでございます。市町村子育て応援交付金ということで、当初、保育リ

ーダーの補助金がここにあったわけでございますが、県の方が保育リーダーの関係の事業を見直

した関係で人件費が対象外になるということでございまして、その分の関係の減額が大きいもの

でございます。

それから、４目の農林水産業費県補助金でございます。先ほど説明いたしましたが、青年就農

給付金事業の補助金が２名分ということで２７２万３，０００円の増でございます。それから、

その下の林業費補助金でございますが、これも全国植樹祭の関係で松枯れの伐倒ということで２

６２万３，０００円の増額をさせていただくものでございます。

それから、９ページの方に移りますが、１８款繰入金でございます。５目の緑水園管理運営基

金繰入金でございます。先ほど緑水園の方の修繕関係でございましたソフトクリームの製造機と

かイノシシ肉の保管用冷蔵庫、これについて緑水園の管理運営基金の方から繰り入れて対応した

いと考えておるところでございます。３５２万８，０００円を増額いたしまして３５２万８，０

００円とするものでございます。

次の繰越金につきましては、歳入の不足分を前年度繰越金の方から充当いたしますので、４，

９２７万６，０００円を増額いたしまして８，６２８万７，０００円とするものでございます。

次、一番下段の諸収入でございます。雑入でございますが、１１０万７，０００円を増額いた

しまして１億９６９万１，０００円とするものでございます。これはＣＡＴＶの移設工事に関係

しましてＣＡＴＶの移設をする必要があるということで、その補償金が１０５万７，０００円で
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ございます。これは主に境、それから、阿賀のところ、県道の改良の関係で移転が行われるもの

でございます。

５ページにお戻りください。第２表地方債の補正でございます。地方債の変更でございます。

起債の目的は、辺地対策事業。先ほど説明を副町長の方がいたしましたが、これを変更するもの

でございます。現在の限度額９７０万円を９００万円増額いたしまして１，８７０万円とするも

のでございます。町道鎌倉線の改良工事に伴いまして事業費がふえたことによる起債の変更でご

ざいます。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、従来と変更はございません。

あとは、２４ページ以降に給与費明細書をつけておりますので、ごらんいただきたいと思いま

す。給与費明細書、２４ページは特別職の関係、それから、２５ページが一般職の関係、それか

ら、２６ページにつきましては、給与及び職員手当の増減の明細ということでつけておりますの

で、よろしくお願いいたします。

以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 町民生活課長、仲田磨理子君。

○町民生活課長（仲田磨理子君） 町民生活課長でございます。議案第６７号について御説明いた

します。

議案第６７号

平成２４年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成２４年度南部町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５０千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ１２８，４１４千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２４年９月 ７日 南 部 町 長 坂 本 昭 文

平成２４年９月 日 決 南部町議会議長 足 立 喜 義

４ページをお開きください。下段の歳出でございますが、総務費、徴収費の５万円補正いたし
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まして、補正後の額１１８万円です。申しわけありません。この需用費５万円ですけども、今、

後期高齢の保険料を郵便局の窓口に払えるようにするために納付書の印刷代でございます。

それに対する歳入ですが、上の段です。一般会計繰入金の事務費繰入金として５万円お願いす

るものです。歳入の総額が４，２６４万３，０００円ですので、よろしくお願いいたします。

○議長（足立 喜義君） 提案説明が終わりました。

これより質疑に入ります。質疑に当たっては議事の進行上、日程の順に従い、また、ページ及

び項目を明示されるよう望みます。

なお、質疑は、会議規則５４条にもあるとおり疑問点のみにて簡明に質疑をしてください。詳

細な個別質疑につきましては、予算決算常任委員会で行うことになりますので、総括的な質疑を

お願いをいたします。

議案第５０号、平成２３年度南部町一般会計歳入歳出の決算の認定について。質疑ありません

か。

４番、植田均君。

○議員（４番 植田 均君） 何点かよろしくお願いします。

まず、決算書の９ページで固定資産税の税の歳入が総額として記載されていると思いますけれ

ども、そこに南部町は同和地区に対する固定資産税の減免の要綱が現在、働いているのではない

かと思いますけれども、その適用されている件数と総額についてお尋ねいたしますので、よろし

くお願いします。

それから、２番目には、こちらの事業報告書の４３ページです。法勝寺庁舎のエレベーターに

関する決算ですけども、決算額が５，５３７万７，０００円ですね。この利用状況について、年

間の利用者数を把握されていると思いますので、よろしくお願いします。

○議長（足立 喜義君） 植田議員。

○議員（４番 植田 均君） ３番目です……。

○議長（足立 喜義君） 植田議員、個別のものについては委員会の方でやっていただかないと、

そういった資料が多分ないと思います。

○議員（４番 植田 均君） 答えられたらで結構です。

次、行きます。事業説明書の１８９ページから１９７ページですけれども……（発言する者あ

り）１８９ページから……（「子ども手当だで」と呼ぶ者あり）ごめん、間違えましたかね。ち

ょっと失礼します。聞きたいのは、この民営化園、さくらとつくしを２３年度は保育士さんを伯

耆の国の職員に正採用をして、そこからさくらとつくし保育園に派遣をするという形をとってき
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ましたね。その２２年度末から２３年に人数が、２２年度末に働いておられた方が２３年度に正

職員として採用された、どのような変動があったのかということと、それから、人件費の総額に

ついて、２３年度ですね、このさくら保育園とつくし保育園での人件費の総額をよろしくお願い

します。

それから……。

○議長（足立 喜義君） 植田議員、詳細については委員会の方で聞き取りをしていただかないと。

○議員（４番 植田 均君） 答えられれば結構ですので、よろしくお願いします。

それから、２２１ページ、この同和対策事業を継続しているわけですけれども、南部町には会

見地域に児童館、隣保館、老人館、それから、西伯地域にも西伯文化会館というんでしょうか、

施設が町内で４カ所ありますよね。そこに何人、総経費といいますか、総経費と総人数で結構で

すので、その予算についてお願いいたします。

それからですね……。

○議長（足立 喜義君） 植田議員、議員必携にですね……。

○議員（４番 植田 均君） 簡明に聞いております。

○議長（足立 喜義君） いや、委員会に付託して審査する場合は、説明の後にその議案に対する

総括的な質疑を行い、詳細な個別質疑は委員会で行うことになるということになっておりますの

で、個別については委員会の方で聞き取りをしていただきたい。

○議員（４番 植田 均君） 私が質問している趣旨はですね……。

○議長（足立 喜義君） いや、趣旨はいいですけど、総括的な……。

○議員（４番 植田 均君） 総括的な質問の趣旨は……（発言する者あり）町長のこういう施

策を進めておられる考え方をお尋ねしておるんです。

○議長（足立 喜義君） それならそれでやってください。（発言する者あり）中身については委

員会の方で聞き取りを。

○議員（４番 植田 均君） そういう趣旨で聞いておりますんで、よろしくお願いします。

それから、同和対策推進協議会に対する補助金ですけれども、これは私、もう見直す時期が来

てると思うんです。（発言する者あり）そのことについて町長の考え方を聞きたいということで

あります。

それから、ちょっと落としたんで最初の質問に返りますけども、固定資産税のところで決算書

の９ページの最初の質問です。西部町村会で廃止の方向を話し合われた経過があるんではないか

と聞いております。それで、そういう固定資産税の減免を廃止していこうという方針を確認して
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おられるのかどうなのかということと、それから、その減免したものに対して県とか国とかから

何らかの予算措置がされるのかどうなのかということについてお尋ねをいたします。よろしくお

願いします。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。まず、同和関係についての総括的な考え方というこ

とで申し上げておきたいと思いますけれども、まず、南部町におけるあらゆる差別をなくす条例

というのがございます。南部町においては同和問題を初め、さまざまな差別というものがあれば

いけませんし、あってはならないということでそういう条例を定めて取り組んでおるわけであり

ます。したがいまして、町政の中ではこれを重要な課題と位置づけて取り組んでいるわけでござ

います。

同和のいわゆる固定資産税の減免ということでございますけれども、これは確かに西部町村会

の方で話し合いをいたしました。それぞれの町村で対応しようということで我が南部町におきま

してもこの運動体などにそのような状況もお話をして交渉をいたしておりますけれども、いまだ

合意に至っていないということでございます。

さっきの最後の質問で県の方か何か補助でもあるのかということですけど、これはそういう補

助金はございません。ないと思います。ないと思いますが、いわゆるその基準財政収入額は少な

いわけですから、きっとそれは基準財政需要額の方での差となってあらわれてきて、ひいては交

付税で対応していただいているのではないかなと、これはトータルの話ですけれども、そのよう

に考えております。

それから、保育園のことは人数だとか人件費だとかいうことをおっしゃいましたが、これはま

た委員会の方で詳しくお尋ねになっていただきたいと思いますが、基本的に御希望される方につ

いては２３年度に伯耆の国の方へ移っていただいて正式採用ということで進めております。１年

間経過したわけですけれども、特に問題もなく２４年の４月、ことしからは本格的な指定管理で

移行に移って、今日まで大変充実した保育を行っていただいておるということでございます。そ

ういうことでいいですかいな。（発言する者あり）はい、以上でございます。

○議長（足立 喜義君） 総務課長、加藤晃君。

○総務課長（加藤 晃君） 総務課長でございます。エレベーターの利用状況ということでござ

いますが、これについては統計等を全くとっておりません。来られた方が、用事がある方が使っ

ていただいているということは承知しておりますが、数的なものは控えておりませんので御容赦

いただきたいと思います。以上です。（「次」と呼ぶ者あり）
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○議長（足立 喜義君） いろいろ個別のもんが出ましたが、委員会の方で準備をしていただきま

すようお願いをいたします。

１３番、亀尾共三君。

○議員（13番 亀尾 共三君） 総括してということですので、個別なことは控えておいてお聞き

したいと思います。私は、町長の今の考えというんですか、方向性というものをここでお聞きし

たいと思います。

まず、１つなんですけども、いわゆる固定資産税の減免のことを植田議員が聞いたわけですけ

ども、いわゆるその中で町長の答弁であったんですね。運動の団体の方と話したが、私が聞いた

範囲ですよ、今の答弁で。なかなかその話が折り合いというんですか、つかないんでまだ続いて

いるということなんでそこで聞くんですけども、この運動団体というのはいったいどういう団体

名なのかということがまず１点。

それから、いわゆる固定資産税の減免の分についてはそれだけ歳入が減るわけなんですから、

それについてもはっきりとわからないが、交付税か何かでその算入はなされてるんだないかとい

うことなんですが、ここのことについてはそういう状況がこの西部の地区ではたしか日野町だと

か日南町ではもう廃止しているという状況だということを私、耳にしたんですが、果たしてそう

いう状況になってるのかどうなのか、その交付税のことで国の補償というんですか、そういうこ

とをやられているのかどうなのか。これはあいまいな答弁というか、想像でなくて本当のことを

やっぱりお聞きしたいんです。きょうは、ですから一般質問が終了のときにまた質疑の時間があ

りますから、そのときにはっきりとしたことで答えていただきたい。

それから、新たにですが、給食センターに委託をしておりますね、調理部分を。その中でメホ

スという会社がこれを請け負っておるんですけども、当初１５％を本社に取り分というんですか、

それを送るということなんですが、今もそういう状況が続いているのか、ずっとですね、がどう

なのか。

それから、当初は光熱費は除いておったんですが、今は光熱費もいわゆる電気代とか水道料金、

そういうもんもこの委託料の中に入ってると思うんです。私は、これを外して町でやれば、それ

だけいわゆる１５％の経費の中に取り分に入ってるということになれば、私はむだだと思うんで

す。それで、しかもまだ実施はされておりませんが、消費税が８％、最終的には１０％に上がる

というぐあいに国で法律が変わりましたね。そうしたらかなりの金額になるじゃないかと思うん

です。私は、そういうべきは続けるのはどうかなと思うんですけども、そういうことを除外する

ような考えは町長、今のところないんでしょうかということ、このこともお聞きします。
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それから、町の施設の中に太陽光発電が随分つけられましたね。それで、運営経費、いわゆる

電気代の方がそれだけ節減できたのだろうかどうだろうかということをもし感じておられるので

あればそのことについてお聞きするんですが、どうでしょうか。よろしくお願いします。太陽光

発電のことについては、町の施設維持管理の削減になってるかということは、これはきょうは無

理な答弁かもしれませんが、一般質問終了後のまた質疑の時間がありますので、そのときにお答

え願えたらと思いますので。

まず、メホスのことのこれは除外する気はあるのかどうなのかということと、それから、運動

団体の名称がどういう名称なのかということ。このことについてどうなのかということ、条例で

人権同和何とか条例があるんでということなんだが、このことについてもお聞きしますのでよろ

しく。（「議長」と呼ぶ者あり）町長にお聞きしてますよ。

○議長（足立 喜義君） 教育次長、中前三紀夫君。（「だけん、町長に聞いてるのに」と呼ぶ者

あり）

○教育次長（中前三紀夫君） 教育次長でございます。まず、給食センターの委託料の関係で亀尾

議員さんの方から御質問がございました。（発言する者あり）本社の利益等の１０％なり１５％

なりというお話でございますけれども、ある程度委託料の試算をしておりますときに、そこにお

働きをいただく職員の皆さん方の給与関係だとかいろいろ福利厚生費、それと、物件費等の関係

についても試算をあらわしてございます。そういう中でやはり私が思いますのは、いわゆるメホ

スさんの方も会社という組織でございますので、ある程度の会社としての利益を求められるのは

当然だというふうに思っております。

それと、もう一つ、光熱水費の関係ですけれども、これも町の方がもとに戻して管理をしてい

くといいますか、支払ったらいいだないかという。具体的には、この管理料の方から外したらど

うかということでございますけれども、私は、逆にこの光熱水費等もこの指定管理の中に、メホ

スさんの方に入れておきますと、メホスさんの方は極端な話、年間で委託料が幾らというふうに

決まってございますので、光熱水費等がふえればその分いわゆる本社の経費が、基本本社といい

ますか、給食センターの運営経費がかさんできます。そういう意味では今の実態としましても、

いわゆるメホスさんの方は電気代の削減等々には非常に敏感になって、ここのあたりで経費の削

減を図っておられるのが状況でございます。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） ここで、本日の会議は、あらかじめ時間を延長して行います。

教育次長、中前三紀夫君。

○教育次長（中前三紀夫君） 済みません、追加をさせてくださいませ。そういう状況の中で、特
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に西伯の給食センターでございますけれども、食育の推進が認められて、これはメホスさんの調

理の関係もございますけれども、そういう意味で平成２３年度に文部科学大臣表彰の方を給食セ

ンターとして受賞しておられるということをつけ加えさせていただきます。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） 総務課長、加藤晃君。

○総務課長（加藤 晃君） 総務課長でございます。太陽光発電の関係でございますが、これに

ついては６月議会でかなり詳しく説明したと思っておりますが、そのときには庁舎の関係、それ

と、学校関係のデータ、発電量、それから売電量、最終的にどうなるかという話をさせてもらっ

ておりますので、それ以後のことになりますと、どういうことになるかということをまた別に委

員会の方で聞いていただければと思いますので、お願いいたします。以上です。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。団体名でございますけれども、正式にきちんと聞か

れますとちょっと自信がないので、今、聞きにおりておりますので、しばらくお待ちください。

それから、他の町村でやっているところがどうなっているのだろうかということですが、これ

は私にはわかりません。先ほど申し上げたのは、一般論で言ったわけであります。基準となる収

入が少なければ、基準となる需要額でその相差を交付税で見るという仕組みになっておりますか

ら、そういう全体の流れの中で扱いになっているかもしらんということをさっき言ったわけであ

ります。

○議長（足立 喜義君） １３番、亀尾共三君。

○議員（13番 亀尾 共三君） 答弁いただきまして、それ以上のことは言いませんが、これは一

般質問ではありませんのでそれ以上のことは言いませんが、もう一つお聞きします。南部町の同

和対策推進協議会ということで補助金が出ておりますね、この補助金の趣旨は何でしょうか。こ

の点についてお聞きします。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 先ほど申し上げましたように、南部町におけるあらゆる差別をなくす条

例に基づいて、さまざまな差別を克服して明るい南部町をつくっていこうという、そういう運動

に対して支援をするということでございます。

○議長（足立 喜義君） ９番、細田元教君。

○議員（９番 細田 元教君） 関連ですが、１点だけ教えていただきたいと思いますが、今、同

和問題のことばっかり言っておられますが、今の話聞いておりますと同和地区の人は全員が固定

資産税減免とか、いろんな特典を受けておられるというぐあいに受け取りますけども、自己申告

－６５－



主義とかあるやな気が聞いておりますが、その点はどうなんですか。全員が全員じゃないと思い

ますけども、たしか自分は同和地区であると、けども固定資産税はそのまま払いますと、そうい

うたしか制度があったと思いますけども、その点ちょっと確認させていただけませんか。

○議長（足立 喜義君） 税務課長、畠稔明君。

○税務課長（畠 稔明君） 税務課長でございます。まず１点、ちょっと細田議員の前に御質問

いただいた運動団体名のことでございますが、南部町同和事業推進協議会でございます。

それから、先ほど細田議員からいただきました減免につきましては、確かに申請主義というこ

とになっておりまして、申請をいただいて減免をするという手法になっております。以上でござ

います。

○議長（足立 喜義君） ほかに。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５１号、平成２３年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。

４番、植田均君。

○議員（４番 植田 均君） 町長にお尋ねしますので、よろしくお願いします。私、２３年の

３月議会だったと思いますけど、一般質問で南部町の所得の状況と、それから国保税の状況、そ

れから減免世帯の状況というような特徴について質問しまして、大体、５割、７割、２割の減免

世帯が半分弱、それから、１世帯当たりの所得平均が７５万円程度だったと思います。それで、

徴収率が微減ですね、下降傾向をたどっているという大まかな状況がある。それで、今回、当初

６，０００万基金繰り入れ、当初予算では６，０００万の基金繰り入れ予算だったやつを、実際、

その給付費が減ったので１，５００万の繰り入れで済んだという、大体、総括だったと思うんで

すけども、今、所得の低い世帯では法定減免はありますけれども、今、南部町はこの国保の問題

で課題、私は低所得世帯の特別な減免制度もつくらないけんと思いますし、より一層国に対して

財政……（発言する者あり）これらが町長に対して質疑なんですよ。より一層国に対して物を言

っていくということが本当に求められていると思うんですが、町長の見解を求めたいと思います。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。国保会計については、この決算においては６，００

０万円程度の基金から取り崩して繰り入れを予定しておったわけですけれども、１，５００万ほ

どで済んだということで非常に安堵して胸をなでおろしておるところです。医療費が思ったほど

伸びんかったというのがこの主な原因でございます。一喜一憂しておるわけですけれども、国保
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会計が非常に厳しいという状況には変わりないわけでありまして、植田議員がおっしゃったよう

に国に対して強くこの国保の支援を強化していただくように、これは改めて言っていただかなく

ても、これは毎年の全国町村会の、総理大臣も来ていただきますけれども、大会決議し、要請行

動し、あるいはまた国保は国保で国保協会の全国大会をして、国会議員の先生方に要請をして強

く取り組んでおりますので、力不足で思うようにはならないわけですけれども、そういうことを

申し上げてお答えにしたいと思います。

○議長（足立 喜義君） ４番、植田均君。

○議員（４番 植田 均君） １つ、私の最初の質問に答えていただいておりませんが、町の一

番苦しんでおられるところに実態をもっと把握していただいて、適切な施策を講じるべきだとい

うことを言いたいんですが、この点いかがでしょうか。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございますが、実態を把握して適切な対応をしていけということ

でございますが、御案内のように７割、５割、２割の減税措置というものもございますし、それ

から、国保条例の中にさまざまな支援措置がございます。いわゆる失業したとか、災害に遭った

んだとか、そういう正当な理由がある場合にはきちんと減免できるような規定もあるわけでござ

いまして、そういうことを通じてそういう低所得者といいましょうか、困った状況にあるお方に

は手を差し伸べていきたいと、このように思っております。

○議長（足立 喜義君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５２号、平成２３年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。

４番、植田均君。

○議員（４番 植田 均君） この住宅資金貸付事業は、やはり８，０００万を超える滞納繰り

越しをどうやって解決するかということなんですが、１つは、具体的にお聞きしますが、私、現

在の徴収方法は要綱によると年に二度というふうになってるんではないかと思いますけども、そ

れの確認と、実際に要綱は要綱でありながら、分納で毎月徴収に行ってるということなのだろう

か、その辺の確認……（発言する者あり）そのこと。

もう一つ、一番大事なのは、全体をどういうふうに問題解決していくのかということの考え方、

方針を明らかにしていただきたいと思います。

○議長（足立 喜義君） 教育次長、中前三紀夫君。
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○教育次長（中前三紀夫君） 教育次長でございます。まず、徴収方法の要綱ということですけれ

ども、私の方が済みません、そういう要綱があったのかどうなのかちょっと記憶してございませ

んが、とりあえずこの契約につきましては、貸付金におきます契約の段階では植田議員がおっし

ゃいますように年に２回、おおむね半年賦償還ということでございます。しかしながら、いろい

ろ決算の説明の中でも申し上げましたけれども、昨今の経済状況、あるいは借り入れ者の高齢化

等々によりまして徴収実績の方がなかなか図れておらないという状況がございます。教育委員会

としましては、そういう意味では毎回御説明申し上げておりますように、年に２回で大きな金額

を払うというよりは、いわゆる分納、毎月毎月にある程度定められた金額の方で徴収をしている

ような実態がございます。それとあわせて、滞納の方には分納の納付について勧奨を行っておる

ような状況もございます。

そういう意味では、先ほど申し上げましたように滞納額の方がなかなか縮減ができないという

ような状況にございますけれども、引き続き徴収努力に教育委員会として一丸となって取り組ん

でいきたいというふうに思っております。以上でございます。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。多額な滞納状況ということがあるわけでございます

けれども、いつも申し上げておりますように、これは国家が全くふなれな地方公共団地に金融機

関のまねをさせて、今回の政策目標を実現しようとするということでそのような対応をしたわけ

でございます。ふなれな職員が本当に一生懸命足を運び、いろんな事情に相談に乗り、取り組ん

でおって、なおこういう状況でございまして、私は非常に国の責任というものを強く思っており

ます。全国的に協議会がございまして、そういう協議会を通じて国の方の責任できちんと始末を

つける、道筋を明らかにするというようなことも要望をしているところでございます。今すぐど

うこうということにはなりませんけれども、そういうことを今後も訴え続けていきたいというよ

うに思っております。

○議長（足立 喜義君） ほかに。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 教育次長、中前三紀夫君。

○教育次長（中前三紀夫君） 教育次長でございます。植田議員さんの質問の中で、１点申し上げ

ておかなければいけなかったことをちょっと忘れておりましたので、追加をさせてくださいませ。

そういう意味では、滞納状況等々を含む本会計の決算の詳細等につきましては、従来どおり、

例年どおり委員会等におきましてきちんと詳細に御説明を申し上げたいというふうに思っており
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ますので、よろしくお願いします。

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５３号、平成２３年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５４号、平成２３年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５５号、平成２３年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５６号、平成２３年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 議案第５７号、平成２３年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、質疑ありませんか。

４番、植田均君。

○議員（４番 植田 均君） この介護サービスの特別会計は、２３年度で寄附金が廃目になる

わけですが、ゆうらくの事業費、町が伯耆の国から寄附金をもらって、それをそのまま起債償還

に充ててきたと思いますけども、この起債が寄附金が２３年度で終わって償還は終わったのでし

ょうか。終わってないとすれば、その金額は元金、利子、合わせて幾ら残っておりますか。（発

言する者あり）

○議長（足立 喜義君） 残額については、委員会の方でお願いをします。

植田均君。

○議員（４番 植田 均君） 償還終わっているとかいないとか、そこぐらいは言えるでしょう。

○議長（足立 喜義君） 財政専門員、板持照明君。

○財政専門員（板持 照明君） 財政専門員でございます。事業報告書の６１５ページを見ていた

だきますと、真ん中どころに２３年度末の起債の現在高ということで、元利合計が３億４，６６

９万４９８円ということで、２３年度末にまだ残っているということでございます。以上です。

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５８号、平成２３年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、質疑ありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第５９号、平成２３年度南部町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第６０号、平成２３年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認

定について。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第６１号、平成２３年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認

定について、質疑ありませんか。

４番、植田均君。

○議員（４番 植田 均君） 少しわからないので教えていただきたいんですけれども、こちら

の事業報告書で見ますと２ページで、お聞きしたいのは２ページの一番下にある資本的収入額が

資本的支出額に不足する額１億４，２００万余りですね、これを過年度分損益勘定留保資金をも

って補てんするとなっておりまして、一方、この決算説明資料の５ページだと思います、５ペー

ジの内部留保資金の年度末高で黄色い筋が引いてありまして、内部留保資金の３億１，２２６万

２，０００円、これが内部留保資金の２３年度末の金額でしょうか。結局、最終的に内部留保資

金は２３年度末でこの金額でよろしいんでしょうかという、この１億４，０００万余りを引いた

ものがこれになるんでしょうか。

○議長（足立 喜義君） 病院事務部長、陶山清孝君。

○病院事務部長（陶山 清孝君） 事務部長でございます。内部留保資金という表現であれば、資

料の方に内部留保資金の現在高を計算したものを出しておりますので、これを御参考にいただき

たいと思います。以上です。

○議長（足立 喜義君） １３番、亀尾共三君。

○議員（13番 亀尾 共三君） ちょっと基本的というか、町長にお聞きするんですけども、実は

２２年度では鳥取県の自治体病院補助金要綱で出されましたね、町の一般会計から。今回、要求

もしました、２３年度当初予算で。やっぱり出すべきだないかということだったですけど、出さ

れていませんね。その結果、病院の会計自体が非常にえらい状況だと思うんです。私は聞くんで

すけども、２３年度は終わりました。しかし、２４年度はまだ年度途中ですが、町長にお聞きし

たいんですが、自治体病院というのは非常に地域の医療に貢献されているんですよ。そういう意

味からいえば、私は病院の経営安定に出すべきだと思うんですが、今後もやはり２２年度のみで
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出さないという考えでしょうか、その点だけお聞きします。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） 町長でございます。内部留保資金年度末残高が３億１，２００万もあっ

て資金的には回っておる状況でございまして、今、特に町の方からの支援がなければいけんとい

うような状況ではないと判断をいたしております。

○議長（足立 喜義君） １３番、亀尾共三君。

○議員（13番 亀尾 共三君） ということは、現時点では内部留保金がある限りは出さないとい

う考えでしょうか。

○議長（足立 喜義君） 町長、坂本昭文君。

○町長（坂本 昭文君） そういうことを言っているわけではございません。やはりそのときの状

況をいろいろな要件を勘案して出す、出さないという判断は行いたいと思いますし、もちろんそ

れは議会にお諮りして議決をいただいて出すということでございまして、ように出さんとか、い

つも出すとか、今ここで簡単にお話しできるようなことではないと思っております。

○議長（足立 喜義君） ４番、植田均君。

○議員（４番 植田 均君） 病院の事業管理者にお尋ねします。近ごろ医療機関では外部評価

というのを、これは経営的な問題だけではなくて、患者さんのサービスについての評価を外部に

委託していろいろランクがあるというようなことも聞いたりするんですけども、今、西伯病院は

そういうことをしていらっしゃいますでしょうか、その辺の基本的な考え方をお尋ねします。

○議長（足立 喜義君） 病院事業管理者、田中耕司君。

○病院事業管理者（田中 耕司君） 病院事業管理者でございます。まず、西伯病院の状況でござ

いますけども、外部評価は近くでは大学なんか当然ですけど、日野病院も受けて一丸となってＢ

だったか何か詳細には知りませんけども、取得しておられます。ただ、西伯病院の場合はそれ以

前の問題だったと私は思ってるわけでございます。２２年度は町から資金投入をしていただきま

して、１，０００幾らですか、黒字になったと。ことしは一生懸命頑張って、約６１１万程度で

ございますか、赤だというような状況でございます。そして、私が来る前でございますけども、

その外部評価を受けようという努力をなさったそうでございます。ただ、ドクター等が非常に診

療と重なって別の雑用をこなさなきゃいかんということで、評価を受けることよりもその雑用に

かかわる方が医療の質の向上につながらないと、負担増になるというような考えもございまして、

今は財政の健全化ときちっと町の皆さんにこたえられる医の質をきちっと提供することが第一優

先だというふうに考えております。
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それで、新しい院長がお見えになりまして、いろんな先ほども申しましたけども、細かい経営

改善の体制をとって、いろいろ努力してるところでございます。その中で、少し経営も安定化し

てきたと、外部の評価でも受けようかという院長のお気持ちがその方向に固まればしてもいいと

は思いますけども、今はいろんな加算を取る努力とかもろもろ経営改善の努力をしてるところで

ございまして、あわせて評価も受ける環境にはないというふうに考えております。以上でござい

ます。

○議長（足立 喜義君） ほかに質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第６２号、平成２３年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出

決算の認定について、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第６３号、南部町個人情報保護条例の一部改正について。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第６４号、南部町消防団条例及び南部町非常勤消防団員に係る

退職報償金の支給に関する条例の一部改正について。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第６５号、辺地に係る公共施設の総合整備計画の変更について。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 議案第６６号、平成２４年度南部町一般会計補正予算（第３号）、質疑

ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 次、議案第６７号、平成２４年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）、質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） お諮りいたします。本日の上程議案についての議案説明は終わりました

が、質疑を保留のまま、会議規則第４９条の規定により、１１日の会議に議事を継続したいと思

いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 異議なしと認めます。よって、本日の上程議案は、１１日の会議に議事

を継続いたします。
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○議長（足立 喜義君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会を閉じたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（足立 喜義君） 異議なしと認めます。よって、本日の会議はこれをもって散会といたし

ます。

また、来週１０日は定刻より、本会議をもちまして一般質問を行う予定でありますので、御参

集をお願いをいたします。御苦労さんでございました。

午後５時１２分散会
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